
一
九
二

O
年
以
降
の
住
友
財
閥
の
金
融

｜
｜
財
閥
企
業
と
財
閥
金
融
機
関
の
関
係
｜
｜

麻

島

昭

は
し
が
き

分
析
方
法

付
戦
間
期
の
住
友
財
閥
各
社
と
金
融
機
関
の
関
係

預
金
等

四－
ω 
借
入
等

戦
時
体
制
期
の
住
友
財
閥
各
社
と
金
融
機
関
の
関
係

預
金
等

付ω
借
入
等

五
む
す
び

は
し
が
き

本
稿
の
目
的
は
、
拙
著
『
戦
間
期
住
友
財
閥
経
営
史
』
〈
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
五
八
年
）
で
果
し
え
な
か
っ
た
課
題
、
す
な
わ
ち

住
友
財
閥
内
に
お
け
る
金
融
機
関
の
役
割
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
拙
著
は
こ
の
問
題
に
ま
っ
た
く
ふ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

5 
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く
、
内
部
資
料
で
証
明
し
う
る
範
囲
に
限
定
し
て
の
分
析
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
住
友
銀
行
を
三
井
銀
行
と
対
比
さ
せ
て
、
財
閥
銀
行

の
役
割
に
言
及
し
て
も
い
る
。
し
か
し
住
友
に
お
け
る
財
閥
企
業
と
財
閥
金
融
機
関
と
の
関
係
を
時
系
列
的
に
も
、
財
閥
全
体
を
含

め
た
総
合
的
に
も
考
察
し
与
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
部
分
的
考
察
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
本
稿
は
前
著

に
お
け
る
財
閥
企
業
と
財
閥
金
融
機
関
の
関
係
を
掘
下
げ
、
追
加
・
補
充
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
あ
。

さ
ら
に
、
そ
の
後
の
筆
者
の
研
究
が
進
展
す
る
に
と
も
な
い
、
本
稿
の
問
題
意
識
に
は
次
の
事
情
が
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
住

友
財
閥
に
考
察
対
象
を
限
定
し
た
前
著
の
分
析
結
果
を
財
閥
研
究
全
体
の
中
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
は
、
同
様
な
分
析
視
角
と
方
法

に
よ
っ
て
他
財
閥
も
斬
り
、
比
較
検
討
が
必
要
と
考
え
た
。
拙
著
『
三
菱
財
閥
の
金
融
構
造
』
（
御
茶
の
水
害
房
、
昭
和
六
一
年
）
は
、

比
較
を
意
図
し
て
三
菱
の
場
合
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る

．（
以
下
、
ニ
つ
の
拙
著
に
つ
き
、
住
友
の
分
析
を
「
前
著
」
、
三
菱
の
分
析
を
「
続

「
続
著
」
に
お
い
て
は
、
内
部
資
料
に
依
拠
で
き
た
住
友
の
分
析
と
は
異
な
り
、
既
刊
資
料
に
依
拠
せ
ざ
る
を
え
な

著
」
と
略
す
〉
。

か
っ
た
が
、
反
面
、
一
「
前
著
」
で
は
不
十
分
に
し
か
解
明
で
き
な
か
っ
た
二
つ
の
課
題
を
、
逆
に
詳
細
に
追
求
す
る
と
い
う
特
徴
が

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
資
金
調
達
か
ら
み
た
株
式
公
開
の
問
題
、
財
閥
企
業
と
財
閥
金
融
機
関
と
の
関
係
の
問
題
、
が
そ
れ
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
既
刊
資
料
依
存
と
い
う
制
約
下
に
お
い
て
、
筆
者
な
り
の
分
析
方
法
を
試
み
た
結
果
、

一
応
の
結
論
を
え
た
。
そ
れ

が
住
友
の
分
析
で
は
未
着
手
の
問
題
で
あ
る
以
上
、
三
菱
で
判
明
し
た
事
柄
に
つ
い
て
住
友
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
疑
問

が
湧
く
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
か
か
る
経
緯
か
ら
、
「
続
著
」
で
お
こ
な
っ
た
二
つ
の
問
題
を
住
友
に
適
用
す
る
作
業
の
一

「
資
金
調
達
か
ら
み
た
株
式
公
開
」
の
課
題
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
、
「
財
閥
企
業
と
財
閥
金
融
機
関
と
の
関
係
」

つ
で
あ
る
。

の
解
明
が
本
稿
と
い
う
分
担
で
あ
る
。

ハ
1
〉

拙
著
『
戦
間
期
住
友
財
関
経
営
史
』
で
は
、
住
友
合
資
会
社
作
成
の
「
実
際
報
告
書
」
等
の
内
部
資
料
に
依
存
し
て
の
分
析
を
お
こ
な
っ

6 



た
。
し
た
が
っ
て
資
料
の
残
存
状
況
に
よ
る
時
期
限
定
も
あ
る
。
詳
し
く
は
同
書
序
章
「
本
容
の
課
題
と
分
析
方
法
」
を
怠
照
さ
れ
た
い
。

（2
〉
同
右
、
第
三
部
第
二
章
第
二
節
借
入
・
預
金
が
本
稿
に
先
行
す
る
考
察
で
あ
る
が
、
と
く
に
コ
ニ
住
友
銀
行
の
財
閥
内
で
の
役
割
」

（
五
七
ニ
頁
以
下
）
で
三
井
銀
行
と
の
比
較
を
試
み
て
い
る
。

ハ
3
〉
拙
稿
「
住
友
財
閥
の
株
式
公
開
」
『
専
修
経
営
学
論
集
』
第
四
三
号
、
昭
和
六
二
年
三
月
（
予
定
三

分
析
対
象
と
方
法

本
稿
の
分
析
対
象
企
業
は
、
住
友
合
資
会
社
（
の
ち
住
友
本
社
）
と
連
系
会
社
す
べ
て
で
あ
り
、
傍
系
会
社
の
う
ち
日
本
電
気
、

日
本
板
硝
子
の
二
社
を
参
考
と
し
て
加
え
る
。
対
象
は
住
友
財
閥
全
体
と
称
し
て
差
支
え
な
か
ろ
う
。
住
友
系
金
融
機
関
と
し
て
は

住
友
銀
行
、
住
友
信
託
、
住
友
生
命
保
険
、
扶
桑
海
上
火
災
保
険
が
あ
り
、
生
命
と
海
上
保
険
は
買
収
さ
れ
て
途
中
か
ら
連
系
会
社

と
な
る
が
、
銀
行
、
信
託
は
当
初
か
ら
で
あ
る
。

19加年以降の住友財閥の金融

も
と
も
と
財
閥
企
業
と
財
閥
金
融
機
関
と
の
関
係
と
い
え
ば
、
右
の
対
象
企
業
聞
の
す
べ
て
を
問
題
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
現
実

に
は
資
料
的
制
約
も
あ
り
分
析
内
容
も
若
干
限
定
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
財
閥
企
業
側
か
ら
い
え
ば
財
閥
金
融
機
関
に

い
か
な
る
財
務
的
関
係
を
も
っ
た
か
、
銀
行
へ
は
預
金
、
信
託
へ
は
金
銭
信
託
、
保
険
会
社
へ
は
保
険
契
約
の
有
無
が
検
討
さ
れ
、

そ
れ
ら
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
そ
の
他
の
信
用
受
入
れ
の
有
無
が
問
題
と
な
る
。
し
か
し
、
財
閥
保
険
会
社
に
財
閥
企
業
お
よ
び
役

職
員
が
い
く
ら
保
険
契
約
を
結
ん
だ
か
は
、
き
わ
め
て
実
証
が
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
損
保
の
場
合
、
資
金
運
用
と
し
て
の
貸
付
額

は
比
較
的
小
さ
い
か
ら
、
考
察
か
ら
除
外
し
て
も
大
過
は
あ
る
ま
い
。
と
す
れ
ば
具
体
的
に
本
稿
で
検
討
に
意
義
が
あ
り
、
か
っ
一

応
可
能
な
の
は
、
財
閥
企
業
が
銀
行
、
信
託
に
預
け
た
資
金
額
、
銀
行
、
信
託
、
生
保
か
ら
供
与
さ
れ
た
信
用
規
模
ハ
借
入
等
〉
の

検
討
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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こ
れ
を
金
融
機
関
側
か
ら
表
現
し
直
せ
ば
、
住
友
銀
行
が
集
積
し
た
預
金
の
う
ち
に
財
閥
各
社
分
が
ど
れ
だ
け
含
ま
れ
て
い
た

8 

か
、
住
友
信
託
が
吸
収
し
た
金
銭
信
託
の
う
ち
財
閥
各
社
分
は
ど
れ
だ
け
か
、
ま
た
、
銀
行
、
信
託
（
固
有
・
信
託
両
勘
定
〉
、
－生
保

の
貸
出
の
う
ち
、
財
閥
各
社
に
対
す
る
分
は
ど
れ
だ
け
か
、
を
解
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
き
わ
め
て
プ
リ
ミ
テ

ィ
ブ
な
疑
問
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
の
財
閥
史
研
究
で
は
不
問
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
し
か
し
財
閥
金
融
機
関
の
役
割
の
解

明
に
は
、
財
閥
内
へ
の
依
存
度
の
解
明
は
不
可
欠
で
あ
り
、
財
閥
企
業
の
資
金
需
給
｜
｜
財
閥
の
金
融
構
造
の
把
揮
に
つ
な
が
る
。

以
下
の
考
察
で
は
、
預
金
、
金
銭
信
託
を
含
め
た
場
合
を
「
預
金
等
」
、
借
入
金
、
支
払
手
形
、
割
引
手
形
、
当
座
借
越
な
ど
を
含

め
た
場
合
を
「
借
入
等
」
と
表
現
し
て
お
く
。
し
か
し
住
友
財
閥
の
場
合
、
「
借
入
等
」
の
一
部
分
は
内
部
資
料
に
よ
っ
て
判
明
す

る
が
「
預
金
等
」
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
三
菱
財
閥
の
場
合
は
、
「
預
金
等
」
「
借
入
等
」
の
双
方
と
も
そ

の
内
容
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
た
め
、
推
定
作
業
を
試
み
た
。
す
な
わ
ち
、
三
菱
財
閥
各
社
の
貸
借
対
照
表
か
ら
各
社
の
預
金
等
、

借
入
等
の
残
高
を
摘
出
し
、
そ
れ
を
合
計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
三
菱
財
閥
全
体
の
そ
れ
ら
を
推
定
し
、
そ
の
規
模
が
三
菱
系
金
融
機

関
の
預
、
貸
金
全
体
に
占
め
る
比
重
を
試
算
し
、
三
菱
系
金
融
機
関
の
三
菱
系
企
業
に
対
す
る
依
存
度
を
み
た
。
も
ち
ろ
ん
三
菱
系

企
業
の
「
預
金
等
』
「
借
入
等
」
が
す
べ
て
一
ニ
菱
系
金
融
機
関
に
対
し
て
で
あ
っ
た
と
い
う
保
証
は
な
く
、
現
に
財
閥
外
に
依
存
す

る
事
例
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
内
部
資
料
が
な
い
以
上
、
右
の
試
算
は
、
す
べ
て
三
菱
系
金
融
機
関
に
対
す
る
も
の
と
仮
定
し
た
、

い
わ
ば
上
限
値
を
意
味
し
、
真
実
は
上
限
値
以
下
の
ど
こ
か
に
存
す
る
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
で
は
三
菱
財
閥
で
試
み
た
推
定
作
業
を

住
友
財
閥
に
も
適
用
し
て
み
る
。
両
財
閥
を
比
較
す
る
た
め
に
は
、
同
一
方
法
こ
そ
比
較
可
能
性
を
増
す
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
本
稿
の
分
析
方
法
は
三
菱
を
対
象
と
し
た
「
続
著
』
と
同
様
で
あ
る
が
、
次
の
点
で
一
歩
前
進
を
試
み
て
い
る
。
住

友
の
場
合
も
三
菱
と
揃
え
て
公
表
資
料
に
よ
る
分
析
作
業
を
お
こ
な
っ
た
が
、
前
述
の
ご
と
く
実
は
「
借
入
等
」
に
つ
い
て
一
部
で

は
あ
る
が
実
態
が
内
部
資
料
で
判
明
し
司て
い
る
。
す
く
な
く
と
も
そ
の
部
分
に
関
し
て
は
、
公
表
資
料
に
よ
る
試
算
と
実
態
と
の
比



較
検
証
が
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
続
箸
」
と
本
稿
で
適
用
し
た
推
定
作
業
の
、

ず
で
あ
る
。

い
わ
ば
効
果
に
つ
い
て
示
唆
が
得
ら
れ
る
は

「
前
著
」
の
住
友
の
分
析
で
は
、
内
部
資
料
に
制
約
さ
れ
て
昭
和
一
六
三
九
四
一
〉
年
ご
ろ
ま
で
に
対
象
時
期
が
限
定

さ
れ
た
。
本
稿
で
は
公
表
資
料
に
よ
る
の
で
、
敗
戦
時
ご
ろ
ま
で
延
長
す
る
こ
と
に
し
た
。
太
平
洋
戦
争
期
こ
そ
は
、
三
菱
、
住
友

両
財
閥
に
と
っ
て
、
大
膨
張
の
た
め
巨
額
の
資
金
調
達
が
必
要
な
時
期
で
あ
っ
て
、
内
部
資
料
に
依
存
で
き
な
く
て
も
、
な
ん
ら
か

ま
た
、

の
方
法
を
講
じ
て
試
算
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。

戦
間
期
の
住
友
財
閥
各
社
と
金
融
機
関
の
関
係

，， 

付

預

金

等

住
友
財
閥
全
体
の
「
預
金
等
」
と
い
え
ば
、
住
友
合
資
会
社
・
傘
下
会
社
の
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
住
友
家
、
住
友
系
企
業
の
役

1920年以降の住友財閥の金融

職
員
の
そ
れ
ま
で
含
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
三
菱
の
岩
崎
家
の
場
合
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
住
友
家
の
場
合
も
預
託
可
能
性
が
想

像
さ
れ
て
も
実
証
に
い
た
ら
な
い
。
本
稿
で
も
公
表
資
料
に
依
拠
す
る
た
め
、
住
友
合
資
会
社
、
連
系
会
社
〈
た
だ
し
金
融
機
関
を
除

く
）
、
傍
系
会
社
（
二
社
）
、
金
融
機
関
に
限
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

（

1
〉

a

住
友
合
資
会
社
・
連
系
会
社
の
「
預
金
等
」

各
社
の
営
業
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
「
預
ケ
金
」
を
整
理
し
た
の
が
第
1
表
で
あ
る
。
×
印
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
「
現
預
金
」
の

表
示
で
あ
っ
て
預
け
金
と
現
金
が
分
離
で
き
な
い
。
し
か
し
手
許
現
金
は
通
常
の
場
合
そ
れ
ほ
ど
多
額
で
は
な
い
か
ら
、
「
現
預
金
」

の
大
部
分
は
預
け
金
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
と
く
に
断
わ
ら
な
い
限
り
「
現
預
金
」
を
預
け
金
と
み
な
し
て
処
理
寸
る
。

箆
1
表
に
よ
れ
ば
、
合
資
会
社
成
立
ご
ろ
の
預
金
は
、
製
鋼
所
、
電
線
製
造
所
の
直
系
二
社
と
、
住
友
が
関
与
し
て
設
立
さ
れ
て
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1920年以降の住友財閥の金融

鎗 1i褒住友系

住 友 住友伸
製住電造友線所 料所住製2友〉造肥 住械所製友機作

住友ア満洲住 住友別 坂住砿炭友炭住九友砿州Jレミニ

製鋼所 鋼鋼管 錬ク(1ム製友鋼管 子鉱山

(12月〉 (12月） (12月〉 (12月） (12月〉 2月〉 (12月） (12月） （背） （賢）

大9 460 一－ x 26 一

10 1,200 ーー× 29e 

11 534 一 × 321 

12 2,200 － × ・ 690 

13 2,693 - X 2,230 

14 3,140 一 × 4,947 161 

昭元 3,836× 183 X 4,545 的 一

2 4,751× 77,× 5,393 

3 4, 75~ × 502 × 4,321 19 326 71 24 

4 ×ー5,455× 186 × 5,084 一 一ー × 194 ×43 

5 × 6,043× 126 × 6,193 -x 125 剖×75

6 × 4, 83f× 201 × 5, 12C -x 96 233 

7 × 4,486 × 2,312 × 4, 39~ 一 × 498 76 

8 × 1,750 × 4.250 × 5,156 ー－ x 936 182 

9 × 823 × 4,510 × 4, 2IS 111 X 1,638 2,500 X 1,790 128 
、

10 1》 × 8,597 ×＇4,921 233 954 286 982 × 3,055 182 

11 × 7,652 × 7,414 300 1,838 381 × 2,685 380 

（備考〉 1. 1）昭10.9住友製鋼所と住友伸銅鋼管が合併し，住友金属工業と改称．

炭砿と改称， 4）昭9.5四国中央電力と改称

2. 住友合資は「実際報告書」，他社はそれぞれの営業報告書による。

（〉内は合資会社の計数不詳のため，過小と恩われる。

3. ×印は預げ金と現金が合算されており，分離不能。
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聞
も
な
い
土
佐
吉
野
川
水
力
電
気
（
電
力
と
略
す
）
と
大
阪
北
港
の
二
社
と
、
合
資
会
社
し
か
な
く
、
合
資
会
社
の
金
額
が
も
っ
と

も
大
き
い
。
電
力
は
会
社
が
成
立
し
な
が
ら
認
可
未
達
の
た
め
開
業
に
い
た
ら
ず
、
払
込
資
本
金
が
そ
の
ま
ま
預
金
さ
れ
て
い
た

た
め
で
あ
り
、
北
港
も
払
込
資
本
金
の
未
使
用
分
と
推
測
さ
れ
、
の
ち
に
新
設
さ
れ
た
機
械
、
満
洲
鋼
管
も
同
様
に
未
使
用
分
と
思

わ
れ
、
い
ず
れ
も
や
や
特
殊
な
ケ
l
ス
と
考
え
ら
れ
る
。
以
後
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
次
々
と
事
業
会
社
が
増
加
し
、
各
社
名
義

の
預
金
が
昭
和
期
に
入
る
と
一
、

0
0
0万
円
台
、
昭
和
一

0
年
代
に
は
ニ
、

0
0
0万
円
を
こ
え
る
こ
と
に
な
る
（
た
だ
し
、
各

社
預
金
の
合
計
額
は
論
理
性
を
欠
き
、
大
勢
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
〉
。
そ
の
中
で
多
額
の
預
金
を
擁
し
た
の
は
、
製
鋼
、
電
線
、
伸
銅
鋼
管

で
あ
り
、
一
一
年
ご
ろ
は
金
属
、
電
線
を
先
頭
に
機
械
、
別
子
鉱
山
、
大
阪
北
港
が
続
い
て
い
る
。
住
友
合
資
会
社
の
計
数
が
途
中

不
明
な
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
準
戦
時
体
制
期
か
ら
増
加
が
い
ち
じ
る
し
い
。
昭
和
一

O
年
の
多
額
の
預
け
金
は
、
住
友
金
属
株
式

を
売
却
し
て
多
額
の
資
金
を
得
た
た
め
で
あ
る
。
公
表
資
料
に
依
存
す
る
限
り
、
こ
れ
ら
預
金
の
預
け
先
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は

で
き
ず
、
漠
然
と
住
友
銀
行
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
に
と
ど
ま
る
。
日
本
電
気
は
昭
和
七
年
に
住
友
の
経
営
に
移
る
が
、
そ
れ
ま

で
預
金
は
意
外
に
多
い
。
経
営
不
振
が
表
面
化
す
る
昭
和
六

i
八
年
は
余
裕
が
な
い
た
め
か
預
金
も
す
く
な
い
が
、
経
営
回
復
と
と

も
に
預
金
残
高
も
旧
に
復
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
板
硝
子
も
昭
和
四
年
に
復
配
し
、
八
年
に
住
友
銀
行
借
入
を
完
済
す
る
こ
ろ
か

ら
余
裕
を
生
じ
た
た
め
か
、
に
わ
か
に
預
金
残
高
が
増
加
し
て
い
る
。

住
友
財
閥
に
関
し
て
は
、
幸
い
な
こ
と
に
前
著
で
連
系
会
社
か
ら
合
資
会
社
へ
の
預
け
金
の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
こ
で
第
2
表
で
は
、
公
表
上
の
預
け
金
か
ら
合
資
会
社
へ
の
預
け
金
を
控
除
し
て
み
る
と
、
次
の
事
実
を
指
摘
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
一
に
、
連
系
会
社
の
預
け
金
ハ
E
V
の
う
ち
、
合
資
会
社
に
対
す
る
分
ハ
D
〉
の
比
重
は
、
き
わ
め
て
高
率
で
あ
る
（
D
／
E
1

一
O
年
が
資
料
的
制
約
の
た
め
判
明
し
な
い
が
、
判
明
し
た
期
間
で
い
え
ば
、
連
系
会
社
の
余
裕
金

大
正
一
三
年
以
前
と
昭
和
九
、

12 



第
2
署

長
速

系
会

社
預

け
金

内
訳

（
単
位

：
千
円
〉

住
友

製
鋼

所
住

友
電

線
製

造
所

そ
の

他
計（

D
)

逮
系
会
社
預
げ
金

D
/

E
 

｜
う

ち
料

｜
釘
l

(
A
)
 

｜
う

お
社

｜
差

引
うち（

C本〉
(
A
+
B
+
C
l
 
合
計
（

E
)

I
E
-
D
=
F
 (

%
)
 

大
9

26 
486 

10 
不

295 
不

不
不

1,719 
不

11 
明、J

321 
明

明
、明.., 

・1, 
、明.., 

12 
ιon 

。噌
'
7
咽

13 

14 
3,140 

2,800 
340 

4,947 
2,600 

2,347 
・5,400 

8,537 
3,137 

63.3 

昭
元

3,836 
3,200 

636 
4,545 

2,800 
1,745 

6，α)0 
8,962 

2,962 
66.9 

2
 

4,751 
4,250 

501 
5,393 

3,300 
2,093 

7,55α 
10,464 

2,914 
72.2 

3
 

4,752 
4,300 

452 
・

 4,321 
3
,300 

1,021 
8
印

8,4
刷

10,970 
2,520 

77.0 
4
 

5,455 
4,700 

755 
5,084 

3,300 
1,784 

I，α)0 
9，α

淵
11,910 

2,910 
75.6 

題
5
 

6,043 
5,400 

643 
6,193

・
5,800 

393 
3
閃

11,55α 
13,045 

1,495 
88.5 

4同
-~

 
6
 

4，回
8

4,700 
138 

5,120 
5,200 

企
卸

410 
10,31α 

11,056 
746 

93.3 

豊富
7
 

4,486 
4,500 

e,, 
14 

4,392 
4，α)0 

392 
1,980 

10,480 
12,445 

1,965 
84.2 

8
 

1,750 
1,370 

3
加

5,156 
4,600 

556 
4,510 

10,48α 
13,866 

3,386 
75.6 

量Q生
9
 

823 
4,219 

ワ
17,511 

ワ

10 
4,921 

ワ
20,847 

ワ

・11
7,414 

11,84( 
22,518 

10,67創
52

.6

〈
備
考
〉

第
1
表
お
よ
び
拙
著
『
戦
間
期
住
友
財
関
経
営
史
』
第
172

表
お
よ
び
179表

よ
り
計
算
の
う
え
作
成
。

町h
吋



は
預
け
金
の
形
で
財
閥
本
社
に
吸
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
昭
和
六
年
の
九
三
%
強
に
い
た
っ
て
は
、
余
裕
金
の
ほ
ぼ

14 

す
べ
て
と
い
う
に
近
い
。

第
二
に
、
余
裕
金
の
吸
上
げ
は
時
期
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ア
ン
ス

の
差
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
正
末
期
三
ハ
三
第
）
か
ら
次
第
に

D

／

E
は
上
昇
し
て
昭
和
六
年
に
ピ
l
ク
に
達
し
、
準
戦
時
体
制
期
に
入
る
と
下
降
し
て
一

一
年
に
は
五
三

Z
に
落
ち
る
。
前
著
で
指

摘
し
て
い
る
通
り
、
戦
時
体
制
へ
向
け
て
財
閥
本
社
の
資
金
統
轄
機
能
が
低
下
し
て
い
く
こ
と
の
反
映
で
あ
る
。

第
三
に
、
右
の
余
裕
金
吸
上
げ
は
、
連
系
会
社
全
体
に
く
ま
な
く
お
こ
な
わ
れ
た
わ
け
で
な
く
、
製
鋼
、
電
線
な
ど
、
少
数
会
社

が
中
心
で
あ
る
。
代
表
的
二
社
を
第
2
表
に
掲
・
記
し
た
が
、
二
社
だ
け
で
大
部
分
を
占
め
る
年
が
多
い
。
そ
れ
以
外
の
会
社
を
強
い

て
挙
げ
れ
ば
、
好
況
局
面
に
入
っ
て
か
ら
の
伸
銅
鋼
管
ハ
昭
和
七
、
八
年
〉
と
毎
年
事
業
収
支
に
余
剰
を
生
ず
る
大
医
北
港
が
余
裕

金
の
提
供
者
で
あ
っ
た
。
製
鋼
、
電
線
で
み
る
よ
う
に
、
本
社
へ
の
吸
上
げ
は
二
八

O
万
円
の
ご
と
く
端
数
の
つ
か
ぬ
ラ
ウ
ン
ド
ナ

ン
パ
ー
で
あ
っ
て
、
日
常
的
な
激
し
い
資
金
の
出
入
で
は
な
い
、
と
推
測
さ
れ
る
。

第
四
に
、
連
系
会
社
の
預
け
金
か
ら
、
右
の
対
合
資
会
社
分
を
控
除
し
た
も
の
（
F
〉
こ
そ
、
金
融
機
関
へ
の
預
金
と
想
像
さ
れ

か
つ
変
動
的
で
あ
る
。
し
か
し
準
戦
時
体
制
の
末
期
か
ら
増
大
の
傾
向
に
あ
り
、
本

る。

F
欄
で
み
る
通
り
、
金
額
は
す
く
な
く
、

社
へ
の
吸
上
げ
が
弱
ま
っ
た
こ
と
と
表
裏
の
関
係
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
金
融
機
関
こ
そ
住
友
銀
行
と
み
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
厳
密
に
い
え
ば
、
連
系
会
社
の
金
融
機
関
へ
の
預
金
が
す
べ
て
住
友
銀
行
と
断
定
は
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
財
産
目
録

に
よ
れ
ば
、
住
友
倉
庫
の
「
銀
行
預
け
金
」
に
「
住
友
銀
行
及
加
島
銀
行
当
座
民
鈍
」
の
表
示
が
あ
り
、
大
医
北
港
の
「
諸
預
ケ

金
」
に
「
住
友
銀
行
当
座
預
金
他
二
時
」
の
表
示
が
あ
っ
た
。
右
の
二
例
は
、
住
友
銀
行
へ
の
預
金
を
裏
付
け
る
と
と
も
に
、
他
行

あ
る
い
は
他
種
機
関
へ
の
預
金
を
も
裏
付
け
て
い
る
。
他
の
傘
下
会
社
の
財
産
目
録
に
は
相
手
先
の
記
載
が
な
い
た
め
知
り
え
な
い

が
、
住
友
銀
行
の
ほ
か
他
行
が
並
用
さ
れ
る
可
能
性
が
多
少
残
る
で
あ
ろ
う
。



選4到
i

8
 

区~
 

4ぱ士a8
 

g堂

－． 

大
1213 

14 

昭
元

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

10 

11 

住
友

信
．
託

．

固
有
勘
定

信
託
勘
定

{11月）
(11月）

74 
3
創

368 
505 

414 
1,163 

38C 
3,671 

45C 
2,769 

525 
5,610 

821 
4,754 

855 
6
，
臼
C

730 
6,955 

1,205 
10

，
位
2

1,891 
11,585 

1,176 
8,316 

第
3
表

住
友

系
金

融
機

関
の

預
金

（
戦

間
期

〉

住
友
生
命

火扶災桑保海上険
住
友
銀
行
以
外
へ
預
金
（

B
)

計
（

A
)

(12
月〉

(12
月）

ー
住

友
信

託
｜

住
友

生
命

(2,578) 
(1

，ぽ
lO)

(3,305) 
(1,771) 

2,494 
(2,410)

.
 

2,952 
ワ

1,184 

1,856 
(2,317) 

2,72£ 
ワ

855 

1,801 
(1,8

印）
a,a1e 

2
 

744 

2,568 
(2,773) 

6,619 
7

 
1,107 

2,982 
(1,271

〕
6,201 

3
 

I
，
凶
5

2,057 
1,222 

9,414 
5

 
648 

2,164 
1,768 

9,507 
1,171 

601 

2,794 
1,638 

11,827 
4,169 

830 

.1,568 
2,261 

11,514 
4,478 

411 

1,455 
1,638 

14,320 .
 

3,789 
347 

1,.645 
2,365 

17,486 
5,991 

338 

2,291 
2,873 

14,658 
2,243 

341 

予
（
備
考
）

1. 
各
社
の
営
業
報
告
書
よ
り
作
成
。

昆
2. 

（
〉

内
は

住
友
IC
経
営
が
移
る
前
で
多
考
の
た
め
掲
げ
た
。
し
た
が
っ
て
計

IC
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

a, 
.... 

（
単
位
：
千
円
）

A
-

B
=

C
 
C

/
A

 

(1, 7伺）
59.9 

(1,874) 
68

.7
 

2,632 
77.9 

5,505 
83.2 

5,133 
82.8 

8,76~ 
93.1 

7,735 
81. 4

 

6,828 
57.7 

6,625 
57.5 

10,184 
71.1 

11,157 
63.8 

12,074 
82.4 

匂，蜘・・



次
に
、
非
営
業
的
と
い
う
べ
き
特
殊
目
的
の
預
託
で
あ
る
が
、
連
系
会
社
で
戦
間
期
に
そ
れ
ら
し
き
も
の
を
み
い
だ
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
三
菱
で
は
、
従
業
員
貯
蓄
を
各
職
場
か
ら
本
社
に
集
中
す
る
制
度
ハ
大
正
二
年
廃
止
決
定
〉
が
あ
っ
た
し
、
戦
間
期
に
従

業
員
の
た
め
の
退
職
手
当
基
金
、
福
祉
増
進
基
金
な
ど
が
金
融
機
関
に
預
託
さ
れ
る
事
例
が
す
く
な
く
な
い
。
住
友
で
は
公
表
資
料

に
依
拠
す
る
限
り
、
右
の
い
ず
れ
も
み
い
だ
せ
な
い
。
退
職
金
制
度
に
し
て
も
本
社
・
連
系
会
社
一
括
し
た
制
度
で
あ
り
、

．そ
の

管
轄
は
本
社
部
門
の
問
題
で
あ
っ
て
、
各
社
に
は
無
関
係
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
一
ニ
菱
で
は
、
か
か
る
基
金
類
が
三
菱
銀
行
の
預

・

金
だ
け
で
な
く
、
三
菱
信
託
の
金
銭
信
託
に
預
託
さ
れ
る
事
例
が
あ
っ
た
。
し
か
し
住
友
で
は
、
連
系
会
社
で
住
友
信
託
に
金
銭
信

託
を
委
託
し
た
例
が
み
い
だ
せ
ず
、
住
友
合
資
会
社
が
昭
和
一
一
年
末
に
約
八
九
万
円
の
金
銭
信
託
残
高
を
有
し
た
事
実
の
み
で
あ

・:t6 

る。

金
融
機
関
の
預
金
等

4
4
 

住
友
系
金
融
機
関
が
営
業
の
都
合
上
、
資
金
を
銀
行
に
預
金
し
、
信
託
会
社
に
金
銭
信
託
と
す
る
こ
と
は
あ
り
え
よ
う
。

ま
ず
、
各
社
の
預
金
は
第
3
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
住
友
信
託
で
は
昭
和
一

O
年
に
い
た
る
ま
で
大
体
増
加
傾
向
に
あ
り
、
と
く

に
信
託
勘
定
に
お
け
る
預
金
は
生
命
、
海
上
保
険
よ
り
多
額
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
内
容
は
、
九
十
数
M
ま
で
金
銭
信
託
で
吸
収
し

た
資
金
の
運
用
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
預
け
先
は
公
表
資
料
で
は
知
り
え
な
い
が
、
内
部
資
料
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

住
友
信
託
の
信
託
勘
定
に
よ
る
預
け
金
は
、
第
4
表
に
み
る
諸
銀
行
に
対
し
て
で
あ
っ
た
J

住
友
銀
行
が
創
業
以
来
昭
和
五
年
ま

で一

O
O
Zに
近
く
、
同
行
支
配
下
の
和
歌
山
倉
庫
、
佐
賀
百
六
両
行
に
わ
ず
か
な
金
額
が
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
昭
和
六
年
か
ら

日
銀
に
同
社
本
店
が
当
座
勘
定
を
開
設
、
の
ち
東
京
支
店
も
開
設
、
当
座
預
金
残
高
は
一

O
O万
円
台
、
時
に
は
二

O
O万
円
を
こ

え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
七

i
一
O
年
に
は
横
浜
正
金
銀
行
へ
二
五

0
1三
五

O
万
円
の
通
知
預
金
を
し
た
事
実
も
あ
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第
4
表

住
友

信
託

の
預

金
先
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磁

閉
鎖
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昭
2/11

3/11 
4/11 

5/11 
6/11 
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友

信
託

「
業

務
報

告
書
J

よ
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成
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2,232 
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5,991 
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（単位：千円〉住友信託の預金種類別第5表

11／下

信託勘定 当座預金 1,109 3,323 ・ 5,737 

特別当座 II 3 107 56 

定 期 ，， 5 10 23 

通 ー知 ，， 98 3,100 2,500 

計 1,216 6,540 8,316 

固有勘定 当座預金 331 773 1,115 

特別当座 II 18 77 63 

定 期 ” 1 6 

通 知，， 18 

計 368 866 1,178. 

7／下昭 2／下目種

る
。
通
知
預
金
と
い
え
ば
信
託
勘
定
の
余
裕
金
の
運
用
と
推

測
さ
れ
る
が
、
住
友
銀
行
で
な
く
横
浜
正
金
銀
行
を
選
ん
で

18・

い
る
理
由
が
今
一
つ
明
ら
か
で
な
い
。

固
有
勘
定
に
よ
る
預
け
金
は
、

’第
4
表
中
段
に
み
る
通
り

単
純
で
、
住
友
銀
行
の
み
と
い
っ
て
よ
い
が
、
正
確
に
は
日

銀
へ
の
当
座
預
金
が
八
年
以
降
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
付
言

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
銀
川
の
預
け
金
が
本
店
、
東
京

支
店
双
方
に
あ
る
の
は
地
理
的
事
情
か
ら
納
得
し
う
る
。
し

か
し
未
表
示
で
は
あ
る
が
同
一
地
域
で
信
託
、
固
有
両
勘
定
・

が
日
銀
に
当
座
預
金
を
有
す
る
の
は
な
ぜ
か
。
信
託
会
社
の

分
別
管
理
原
則
の
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
が
、
日
下
の
と
こ
ろ
明

ら
か
に
し
え
な
い
。

第 4ミ長と同様。

両
勘
定
を
合
計
し
て
み
る
と
〈
下
段
）
、
住
友
銀
行
・
の
比

重
が
五

O
Zを
割
る
年
さ
え
あ
り
、
比
重
だ
け
を
み
れ
叫
同

行
が
常
に
圧
倒
的
部
分
を
占
め
た
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
し

〈備考）

日
銀
、
正
金
へ
の
預
け
金
は
そ
れ
ぞ
れ
特
殊
な
関
係
と
い
う

べ
く
、
財
閥
外
の
他
行
と
広
汎
な
取
引
関
係
を
形
成
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
住
友
銀
行
と
そ
の
支
配
銀
行
に
限
定
さ
れ
、
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親
銀
行
で
あ
る
前
者
に
集
中
し
て
い
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

な
お
、
住
友
信
託
の
預
け
金
を
種
目
的
に
み
れ
ば
第
5
表
の
通
り
で
、
ほ
と
ん
ど
が
当
座
預
金
で
あ
り
、
銀
行
業
務
を
禁
止
さ
れ

て
い
る
信
託
会
社
に
と
っ
て
、
出
納
的
〈
な
い
し
決
済
的
）
必
要
か
ら
本
支
店
す
べ
て
に
設
け
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
。
ま
た
、
通
知

預
金
は
前
述
の
ご
と
く
余
裕
金
の
運
用
と
み
ら
れ
、
住
友
銀
行
に
も
置
く
が
、
横
浜
正
金
銀
行
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で

20 

あ
っ
た
。

次
に
、
住
友
生
命
に
つ
い
て
は
、
例
外
的
に
公
表
資
料
に
よ
っ
て
預
け
先
が
判
明
す
る
。
第
6
表
は
そ
の
明
細
で
あ
る
。
住
友
銀

行
が
定
期
、
通
知
、
当
座
、
特
別
当
座
の
各
預
金
種
目
に
お
い
て
、
慨
し
て
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。
同
社
が
住
友
傘
下
に
入

っ
た
直
後
の
大
正
一
四
年
は
、
住
友
銀
行
の
比
重
が
五
三

Z
、
次
第
に
住
友
銀
行
の
比
重
は
増
大
し
て
、
昭
和
一
一
年
で
は
八
五
広

の
高
率
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
第
6
表
の
定
期
預
金
に
み
る
通
り
、
一
一
一
井
、
三
菱
ば
か
り
で
な
く
、
第
一
や
勧
銀
、
さ
ら
に
準
大
手

や
地
方
銀
行
に
ま
で
預
金
し
て
い
る
が
、
ま
も
な
く
住
友
銀
行
が
支
配
す
る
地
方
銀
行
と
大
銀
行
と
に
絞
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
過

程
で
住
友
銀
行
へ
の
預
金
配
分
率
が
増
大
し
て
い
く
。
通
知
預
金
で
は
、
大
正
一
四
年
の
「
一
二
十
四
銀
行
ほ
か
」
を
や
め
て
住
友
銀

行
単
独
で
当
座
預
金
で
は
他
行
も
若
干
あ
る
が
、
住
友
銀
行
へ
集
中
し
て
い
く
。
特
別
当
座
預
金
の
み
住
友
銀
行
よ
り
他
行
へ
の

預
金
が
多
い
。
右
の
こ
と
は
、
続
著
で
明
治
生
命
を
考
察
し
て
得
ら
れ
た
結
果
と
類
似
し
て
お
り
、
営
業
上
の
必
要
の
た
め
か
、
財

閥
外
の
銀
行
へ
も
預
金
を
分
散
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

扶
桑
海
上
に
つ
い
て
は
、
預
け
先
を
一
切
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
同
社
の
場
合
も
、
三
菱
系
の
東
京
海
上
で
み
た
よ
う
に
、
営
業

上
の
必
要
か
ら
財
閥
外
へ
の
預
金
が
想
像
さ
れ
る
が
。

問
題
を
金
銭
信
託
に
移
そ
う
。
住
友
信
託
は
大
正
一
四
年
か
ら
営
業
を
開
始
し
て
い
る
が
、
第
7
表
の
ご
と
く
住
友
生
命
が
昭
和

六
年
か
ら
、
扶
桑
海
上
が
四
年
か
ら
金
銭
信
託
の
存
在
を
確
認
で
き
る
。
そ
の
残
高
は
あ
ま
り
大
き
く
は
な
い
。
他
方
、
住
友
銀
行
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19却年以降の住友財閥の金融

住友生命の運用有価証券
信託の委託先（単位：千円）
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は
金
銭
信
託
を
委
託
し
た
形
跡
を
も
た
な
い
。
同
行
は
敗
戦
後
に
い
た
る
ま
で
、
信
託
勘
定
の
利
用
が
一
切
な
か
っ
た
。
三
菱
銀
行

が
三
菱
信
託
に
金
銭
信
託
を
有
す
る
の
と
、
住
友
は
態
度
を
異
に
し
て
い
る
。

22 

住
友
生
命
の
委
託
状
況
も
公
表
資
料
で
明
ら
か
に
で
き
る
が
、
指
定
金
銭
信
託
の
内
訳
は
第
8
表
の
通
り
で
あ
る
。
住
友
信
託
だ

け
で
な
く
、
三
井
信
託
に
も
並
行
し
て
委
託
が
続
き
、
安
田
が
昭
和
三
年
か
ら
加
わ
り
、
七
年
に
安
田
に
代
っ
て
三
菱
が
入
る
。
信

託
会
社
並
列
の
中
で
住
友
の
受
託
が
や
や
多
い
が
、
昭
和
三
、
四
年
は
珍
し
く
安
田
の
方
が
多
か
っ
た
。
こ
の
点
は
三
菱
系
の
明
治

生
命
が
、
三
菱
信
託
以
外
に
、
三
井
、
住
友
、
安
田
に
も
委
託
し
た
の
と
類
似
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
明
治
生
命
の
指
定
金
銭
信
託

が
数
百
万
円
．規
模
で
あ
っ
た
の
に
、
住
友
生
命
で
は
数
十
万
円
規
模
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
点
は
異
る
。

さ
ら
に
、
住
友
生
命
で
は
運
用
有
価
証
券
信
託
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
9
表
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
住
友
、
三
井
両
信
託
が
受
託

者
で
あ
り
、
住
友
の
受
託
額
の
方
が
三
井
よ
り
や
や
多
い
が
、
括
抗
す
る
年
も
あ
る
。
こ
こ
で
も
住
友
信
託
一
辺
倒
で
な
い
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。

ω
住
友
系
金
融
機
関
預
金
等
に
占
め
る
住
友
系
企
業
の
比
重

ま
ず
、
財
閥
内
企
業
の
預
金
が
住
友
銀
行
の
全
預
金
に
占
め
た
比
重
を
試
算
し
て
み
よ
う
。
第
叩
表
は
住
友
合
資
会
社
ハ
本
社
〉
、

連
系
会
社
と
金
融
機
関
に
分
け
て
、
貸
借
対
照
表
上
に
表
示
さ
れ
た
「
預
ケ
金
」
（
一
部
の
企
業
で
郵
便
貯
金
・
現
金
を
含
む
）
を
単
純

に
合
計
ハ
A
〉
し
、
住
友
銀
行
の
全
預
金
ハ
B
）
に
対
す
る
比
重
を
計
算
し
て
み
た
。

A
／
B
は
大
正
末
期
か
ら
三

Z
前
後
、
昭
和

九
年
以
降
四
%
を
こ
え
る
が
、
大
正
二
二
年
ま
で
は
一
劣
前
後
の
低
率
で
あ
る
。
括
弧
内
（
大
正
一
二

t
昭
和
二
年
）
に
は
、
合
資
会

社
の
有
す
る
預
金
が
不
明
の
た
め
入
っ
て
い
な
い
が
、
仮
り
に
そ
の
前
後
と
同
規
模
の
預
金
が
合
資
会
社
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、

A
／
B
は

0
・
五
劣
程
度
増
加
す
る
に
す
ぎ
ず
、
低
率
で
あ
る
こ
と
に
変
り
が
な
い
。
実
際
に
は
第
凶
表
の
右
側
の
ご
と
き
修
正
が

必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
連
系
会
社
か
ら
住
友
銀
行
で
は
な
く
本
社
に
預
け
た
分
、
金
融
機
関
の
う
ち
内
部
資
料
等
も
含
め
判
明
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住
友
銀
行
預
金
に
占
め
る
住
友
系
企
業
の
比
重
〈
戦
間
期
）

第
10表

鍾刷明Q冨・窓側組Q盆笥社。NE
勾

『
住
友
銀
行
八
十
年
史
』
巻
末
計
数
，
住
友
銀
行

1. 
本
社
・
連
系
会
社
は
第

1
表
，
金
融
機
関
は
第

3
表
，
住
友
銀
行
預
金
は
，

以
外
へ
預
金
は

，
第

2
表
，
第

4
表
，
第

6
表
よ
り
計
算
の
う
え
作
成
。

.
 2.

 〈
〉
内
は
住
友
合
資
の
預
け
金
不
詳
の
た
め
過
小
表
示
と
恩
わ
れ
る
。

〈
備
考
〉
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第11表
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逮

一

一M
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2

3

4

5
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7

8

9

m

n

大

昭

88' 

〈備考） 本社・連系会社は，前掲拙箸第175表，金融機関は第7表，住友信託金銭

信託は『住友信託銀行五十年史』別巻計表，住友信託以外の預託は第8表

より計算のうえ作成。

し
た
限
り
で
の
住
友
銀
行
以
外
へ
の
預
金
を
控
除
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ハ
C
〉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
す
れ
ば

D
／
B

が
資
料
的
に
判
明
す
る
限
り
で
の
住
友
銀
行
全
預
金

に
お
け
る
比
重
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
そ
の

中
に
は
依
然
と
し
て
預
け
先
不
詳
分
が
含
ま
れ
て
い

る
か
ら
、
仮
り
に
不
詳
分
も
住
友
銀
行
と
み
な
し
た

場
合
の
数
値
、
す
な
わ
ち
上
限
値
に
す
ぎ
な
い
。
第

叩
表
に
み
る
D
／
B
は
い
か
に
も
低
率
で
あ
る
。

三
菱
の
場
合
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
三
菱
系
各
社

の
預
金
の
う
ち
、
三
菱
合
資
会
社
へ
の
預
け
金
は
別

建
表
示
な
の
で
分
離
で
き
、
東
京
海
上
、
明
治
生
命

は
内
部
資
料
で
三
菱
銀
行
だ
け
を
取
出
す
こ
と
が
で

き
た
か
ら
、
第
刊
表
の
住
友
の
場
合
と
試
算
条
件
は

か
な
り
類
似
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
上
で
三
菱

系
企
業
の
預
金
の
三
菱
銀
行
全
預
金
に
占
め
る
比
重

が
、
住
友
と
同
期
聞
に
お
い
て
八

i
一
O
M、
高
い

時
は
一
二
、
三
w々

に
お
よ
ぶ
。
住
友
と
三
菱
の
差
は

歴
然
と
し
て
お
り
、
住
友
の
極
端
な
低
率
が
印
象
的



で
あ
る
。
預
金
量
比
較
で
は
住
友
が
三
菱
よ
り
や
や
多
い
が
、
両
行
は
ほ
ぼ
措
抗
す
る
。
住
友
が
低
率
の
原
因
は
、
比
較
し
て
み
る

と
連
系
会
社
、
金
融
機
関
い
ず
れ
も
一
一
一
菱
の
そ
れ
よ
り
す
く
な
い
こ
と
に
あ
る
。
と
く
に
金
融
機
関
で
極
端
な
差
を
生
じ
で
い
る

が
、
住
友
が
信
託
、
生
命
、
海
上
保
険
の
三
社
、
一
ニ
菱
が
五
社
会
ニ
菱
信
託
、
明
治
生
命
、
東
京
海
上
、
明
治
火
災
、
三
菱
海
上
）
で
数
が

多
い
ば
か
り
か
、
東
京
海
上
、
明
治
生
命
が
大
会
社
で
あ
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
よ
う
。

次
に
、
財
閥
内
企
業
の
金
銭
信
託
が
住
友
信
託
の
全
金
銭
信
託
に
占
め
る
比
重
を
試
算
し
て
み
よ
う
。
第
U
表
は
前
掲
の
預
金
と

同
様
な
方
法
を
と
っ
て
い
る
が
、
そ
の
比
重
ハ
A
／
B
）
は
わ
ず
か

0
・一

1
0
・
四
万
に
と
ど
ま
る
。
そ
の
上
、
住
友
生
命
で
他

財
閥
系
信
託
を
利
用
し
て
い
た
事
実
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
控
除
す
る
と
、

D
／
B
は
さ
ら
に
低
率
と
な
り
、
昭
和
一
一
年
に
住
友

合
資
会
社
が
は
じ
め
て
金
銭
信
託
を
委
託
〈
第
U
表
の
八
九
万
円
）
し
た
事
実
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
無
視
し
う
る
比
重
で
あ
る
。

こ
の
点
も
三
菱
の
場
合
と
比
較
し
て
み
る
と
、
三
菱
系
企
業
の
金
銭
信
託
の
三
菱
信
託
全
金
銭
信
託
に
占
め
る
比
重
が
、
五

1
八

万
の
水
準
に
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
も
住
友
の
極
端
な
低
率
が
明
ら
か
で
あ
る
。
三
菱
信
託
は
住
友
信
託
よ
り
後
発
と
は
い
え
、
規
模

が
括
抗
す
る
ま
で
に
追
付
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
原
因
は
住
友
の
本
社
・
連
系
会
社
に
金
銭
信
託
が
な
く
、
金
融
機
関
の
そ
れ
も
わ

・

1920年以降の住友財閥の金融

ず
か
で
あ
っ
て
、

い
ず
れ
で
も
大
差
が
つ
い
て
い
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

（1
〉
財
閥
の
全
体
像
を
財
務
的
計
数
で
把
鍾
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
決
算
期
の
異
る
複
数
会
社
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
場
合
、
営
業
報
告
書
・

の
ご
と
く
公
表
資
料
に
よ
る
限
り
、
正
確
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
同
一
時
点
で
財
閥
内
諸
会
社
の
計
数
を
知
る
に
は
、
財
閥
内
で
同
一
時
点
で

集
計
し
た
内
部
作
成
資
料
に
依
存
す
る
ほ
か
は
な
い
。
続
箸
の
三
菱
で
も
、
本
稿
の
住
友
で
も
、
異
決
算
期
の
計
数
を
合
計
す
る
が
、
内
部
資

料
が
得
ら
れ
ぬ
以
上
、
論
理
的
整
合
性
が
な
い
こ
と
を
承
知
の
上
で
、
大
勢
判
断
に
利
用
す
る
こ
と
が
狙
い
で
あ
る
。

〈
2
）
住
友
倉
庫
の
営
業
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
創
立
早
々
の
大
正
一
二
年
一
二
月
期
か
ら
「
住
友
銀
行
及
加
島
銀
行
当
座
預
金
」
の
記
載
が
あ
り

（
一
三
年
六
月
期
の
み
借
越
）
、
昭
和
四
年
六
月
期
に
「
銀
行
預
金
」
と
し
て
「
住
友
銀
行
及
野
村
銀
行
」
の
記
載
と
な
り
、
同
年
一
二
月
期

以
降
「
預
け
金
及
現
金
」
で
相
手
先
の
記
載
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
金
融
恐
慌
で
錐
折
し
た
加
島
銀
行
の
代
り
に
野
村
銀
行
が
加
わ
っ
た
と
恩

25 



わ
れ
、
記
載
省
略
後
も
住
友
、
野
村
両
行
が
続
い
た
公
算
が
大
き
い
。

ハ3
）
大
阪
北
港
の
営
業
報
告
舎
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
年
一
二
月
期
に
「
銀
行
預
金
」
と
し
て
「
住
友
銀
行
当
座
預
金
」
の
記
載
が
あ
り
ブ
翌
三

年
六
月
期
か
ら
「
諸
預
砂
金
」
と
し
て
「
住
友
銀
行
当
座
預
金
他
ニ
ロ
」
目
に
な
り
、
四
年
一
二
月
期
か
ら
「
諸
預
ケ
金
及
現
金
」
と
し
て
住
友

銀
行
当
座
預
金
其
他
現
金
手
許
在
高
」
に
な
り
、
七
年
六
月
期
以
降
相
手
先
が
記
載
省
略
と
な
っ
て
い
る
。
右
の
経
過
か
ら
、
住
友
銀
行
以
外

に
他
行
か
郵
便
貯
金
な
ど
別
な
機
関
か
の
存
在
が
わ
か
る
。

（

4
）
『
住
友
信
託
銀
行
五
十
年
史
』
の
「
金
銭
信
託
の
運
用
概
況
」
ニ
ー
一
七
表
、
ニ

l
七
三
表
に
・よ
る
。

ハ5
〉
三
菱
銀
行
が
三
菱
信
託
に
金
銭
信
託
を
委
託
し
て
い
る
事
実
ハ
「
続
著
」
第
一
三
二
表
参
照
）
が
あ
る
が
、
住
友
銀
行
の
勘
定
科
目
に
「
信

託
勘
定
」
が
登
場
す
る
の
は
戦
後
で
あ
っ
て
、
戦
前
期
に
は
な
い
。
金
銭
信
託
は
戦
前
に
「
信
託
預
金
」
と
俗
称
さ
れ
た
か
ら
、
同
行
の
「
預

ケ
金
」
に
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
検
証
し
た
が
、
そ
の
可
能
性
も
な
か
っ
た
。
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借
入
等

次
に
、
住
友
系
企
業
の
資
金
調
達
の
手
段
と
し
て
、
増
資
・
払
込
徴
収
を
別
と
す
れ
ば
、
社
債
、
借
入
金
、
支
訟
手
形
、
割
引
手

形
、
当
座
借
越
な
ど
が
主
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
住
友
系
金
融
機
関
同
士
の
貸
借
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
住
友
合
資
会
社
、
連
系

会
社
、
傍
系
会
社
の
借
入
等
が
考
察
の
対
象
と
な
る
。
こ
こ
で
も
以
下
の
諸
表
の
合
計
は
、
決
算
期
の
異
な
る
も
の
を
集
計
し
た
も

。の
で
あ
る
以
上
、
論
理
性
を
欠
く
こ
と
を
繰
返
し
断
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

ω
社
債

－

戦
間
期
に
住
友
財
閥
で
社
債
を
発
行
し
た
唯
一
の
事
例
は
住
友
倉
庫
で
あ
っ
た
。
大
正
二
二
三
九
ニ
四
）
年
一
二
月
五
日
、
五

七
万
二
、
七
五

O
円
発
行
し
た
記
録
は
あ
る
が
、
そ
の
事
情
は
一
切
明
ら
か
で
な
い
。
公
募
は
さ
れ
ず
、
八
年
強
で
一
括
償
還
さ
れ

て
い
る
。
す
で
に
「
前
著
」
で
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。

「
ハ
住
友
信
託
は
）
昭
和
四
年
五
月
期
か
ら
同
社
債
一
、

0
0
0円
を
固
有
勘
定
で
所
有
し
ハ
八
年
五
月
期
ま
で
）
、
六
年
五
月
期
か
ら



七
年
一
一
月
期
ま
で
二

O
万
円
を
信
託
勘
定
で
所
有
し
た
。
発
行
額
五
七
万
余
円
で
あ
る
か
ら
、
三
割
強
に
あ
た
る
が
、
金
銭
信

託
に
よ
る
投
資
か
有
価
証
券
信
託
に
よ
る
管
理
か
明
ら
か
で
な
い
。
取
得
時
期
は
住
友
倉
庫
の
発
行
時
期
（
大
正
一
三
年
）
か
ら

大
分
経
過
し
て
い
る
の
で
、
住
友
信
託
の
前
に
引
受
人
が
い
た
は
ず
で
あ
る
」

た
し
か
に
同
社
債
は
、
住
友
倉
庫
に
と
っ
て
長
期
の
資
金
調
達
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
五
七
万
二
七
五

O
円
の
よ
う
に
な
ぜ
端

数
が
つ
く
の
か
奇
妙
で
あ
り
、
片
や
多
額
の
借
入
金
が
長
期
間
並
行
的
に
存
在
す
る
の
で
、
社
債
を
発
行
し
た
事
情
が
一
層
知
り
た

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
殊
な
事
情
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
誰
か
が
多
額
に
引
受
け
、
事
実
上
の
借
入
金
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
右
の

ご
と
く
住
友
信
託
の
所
有
か
ら
み
る
と
、
償
還
ま
で
所
有
す
る
固
有
勘
定
分
は
、
少
額
な
が
ら
住
友
信
託
自
身
の
意
思
に
よ
る
所
有

で
あ
り
、
償
還
以
前
に
解
約
さ
れ
る
信
託
勘
定
分
は
、
真
の
所
有
者
か
ら
委
託
さ
れ
た
一
時
的
所
有
と
推
測
さ
れ
る
。

ω
借
入
金
・
支
払
手
形
等

各
社
の
「
借
入
金
」
は
第
ロ
表
、
「
支
払
手
形
」
は
第
日
表
の
ご
と
く
、
各
社
の
貸
借
対
照
表
上
の
表
示
に
し
た
が
っ
て
区
分
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
筆
者
も
し
ば
し
ば
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
支
払
手
形
」
と
称
し
て
も
事
実
上
借
入
金
で
あ
る
こ
と
が
す
く
な
く
な

鍋
ぃ
。
す
な
わ
ち
、
両
表
を
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
肥
料
九
大
阪
北
港
、
ピ
ル
の
三
社
に
は
借
入
金
と
支
手
が
並
存
す
る
時
期
が
あ

駒
り
、
た
し
か
に
二
つ
の
科
目
は
区
別
さ
れ
て
、
長
期
と
短
期
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。
し
か
し
鉱
業
部
門
の
各
社
や
伸
銅
鋼
管
、
電

矧
線
の
よ
う
に
、
借
入
金
は
一
切
な
く
、
支
払
手
形
割
手
形
喜
善
念
あ
る
〉
に
依
存
す
る
企
業
、
ま
た
、
土
佐
吉
野
川
水
電
、

倒
倉
庫
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
支
手
は
な
く
、
借
入
金
依
存
の
企
業
、
と
い
う
ご
と
く
企
業
に
よ
っ
て
科
目
表
示
に
差
が
あ
る
。
支
手
は

脱
営
業
上
の
決
済
手
段
と
し
て
振
出
す
可
能
性
が
あ
る
が
、
第
一
M
表
に
み
る
各
社
の
支
手
残
高
は
、
多
く
の
場
合
、
ラ
ウ
ン
ド
ナ
ン
バ

岬
ー
で
あ
り
、
端
数
の
付
き
が
ち
の
営
業
上
の
決
済
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ク’

唱
A

と
も
あ
れ
大
正
期
の
住
友
で
は
、
借
入
等
の
な
い
自
己
金
融
型
の
会
社
の
方
が
多
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第

u
i
M衰
を
通
覧
し

・
2
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社
指
定
前
で
計
に
含
ま
ず
。

．．． ’
EaqhMqu 



〈単位：千円〉

害j ヨl 手 形 替引手受形荷為 銀 行 勘 定

｛鋼申銅管 坂炭砿｜本社｜板硝子 板硝子 肥料｜紅｜坂炭砿｜本社｜板硝子

大9 8 12 187 

10 397 171 一（17,223) 869 

11 101 
．， 

一（14，臼4)

12 一 一（11,711)

13 (10,487) 

14 (899) 

昭元 462 

2 315 23 。 184 148 5 ワ

3 3 ワ ・9

4 ワ ? 

5 1,355 - 1,142 

6' 8,662 - 2,384 

7 12,968 一 3,242 

8 16,074・ 3,662 

9 23,586 4,016 

10 11,888 一

11 194 

住友系企業の借入等（その 3)第14表

1. 各社営業報告書より作成。本社は前掲拙著第166表による。本社の

〈〉内は同第173表による。

（備考）

て
借
入
等
に
依
存
し
て
い
る
の
は
、
連
系
会

社
の
電
線
、
倉
庫
と
、
傍
系
の
大
限
北
港
と

30 

板
硝
子
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
合
資
会
社
に
も

製
鋼
、
肥
料
、
電
力
、
ピ
ル
、
坂
炭
砿
に
も

借
入
等
は
な
い
。
昭
和
期
に
入
る
と
分
離
独

立
・
新
設
に
よ
り
連
系
会
社
が
増
え
、
借
入

等
に
依
存
す
る
会
社
も
増
加
す
る
。
そ
の
中

で
製
鋼
は
、
伸
銅
鋼
管
と
合
併
す
る
寸
前
ま

で
無
借
金
．で
あ
り
、
電
線
も
大
正
二
二
年
以

降
は
無
借
金
、
昭
和
九
年
新
設
三
社
の
う
ち
、
．

機
械
は
ま
だ
借
入
が
発
生
せ
ず
、
ア
ル
ミ
製

錬
、
満
洲
鋼
管
は
一
一
年
か
ら
依
存
じ
た
。

借
入
金
で
は
肥
料
、
電
力
、
大
阪
北
港
、
倉
庫
、

ピ
ル
が
主
で
あ
り
、
支
手
で
は
、
伸
銅
鋼
管

と
そ
の
後
身
の
住
友
金
属
工
業
、
肥
料
、
別

子
鉱
山
品
炭
砿
諸
社
が
主
で
あ
る
。
合
成
ア

ン
モ
ニ
ア
、
硫
安
設
備
の
大
投
資
を
続
け
る

肥
料
と
、
鉱
業
部
門
の
諸
社
、
非
製
造
部
門



（単位；千円〉

大 10・ 295,704 295,704 

11 249,546 (1,088) 249,546 

12 224,829 (843) 224,829 

13 253,050 ‘ (465) 253,050 

14 285,594 10,639 518 (394) 296,751 

15 315,838 52,393 768 (402) 368,999 

昭 2 367,487 86,406 886 (199) 454,'J79 

3 395,209 117,442 1,024 く234) 513,675 

4 409,272 129,807 1, ;1.19 (8め 540,198 

5 419,472 137,450 2,027 40 558,989 

6 414,493 137,177 ・ 2,556 100 554,326 

7 447,677 143,115 2,771 300 593,863 

8 461,402 155,503 3,389 80 620,374 

9 466,092 122¥214 2,546 350 591,202 

10 522,022 142.265 3,134 278 667,699 

11 618,158 161,472 3,582 783, 21'2 

計

住友系金融機関の貸出

託｜生命恒時j

1920年以降の住友財閥の金融

信行銀

（備考） 『住友銀行八十‘年史』『住友信託銀行五十年史』『住友生命社史』の巻末

計数，海上保険は事業報告審より作成。〈〉内は住友に経営が移る前で

計に含まず。

の
諸
社
ハ
電
力
、
倉
庫
、
ピ
と
が
借
入
等
に
依
存

た除し
。し、

て金
ま属
だ存

借議
入

さ
等 れ
"' るの，
依蓮
存 部
－~－ 門
刀、 tま

さ肥
か料
つを

住
友
合
資
会
社
は
借
入
金
の
表
示
を
と
ら
ず
、

昭
和
八
年
に
支
手
の
記
録
が
あ
る
が
、
多
く
の
年

で
銀
行
勘
定
お
よ
び
割
引
手
形
に
依
存
し
て
い

る
。
銀
行
勘
定
と
は
当
座
預
金
お
よ
び
当
座
借
越

と
推
測
さ
れ
る
が
、
第
M
表
に
み
る
よ
う
に
、
住

友
総
本
店
を
合
資
会
社
に
改
組
し
た
大
正
一

O
年

で
は
多
額
の
借
越
が
あ
り
、
大
正
末
期
に
い
っ
た

ん
解
消
し
て
い
る
。
昭
和
二

i
四
年
は
資
料
が
な

い
が
、
五
年
以
降
、
銀
行
勘
定
ば
か
り
か
割
引
手

形
が
多
額
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
一

O
年
に
住
友

金
属
の
株
式
公
聞
に
あ
た
り
、
合
資
会
社
は
所
有

株
を
放
出
し
て
巨
額
の
利
益
を
得
、
同
時
に
巨
額

の
資
金
を
入
手
し
た
か
ら
、
銀
行
勘
定
は
ご
転
し

て
預
金
超
過
と
な
っ
た
。
同
社
の
割
引
手
形
は
、

31 



同
社
の
直
営
販
売
店
が
入
手
し
た
商
業
手
形
の
割
引
な
の
か
、
同
社
自
身
の
振
出
し
た
手
形
の
割
引
、
す
な
わ
ち
事
実
上
の
借
入

な
の
か
、
目
下
の
と
こ
ろ
実
証
し
え
な
い
。
も
し
後
者
だ
と
す
れ
ば
、
事
実
上
の
借
入
に
な
る
当
座
借
越
と
割
引
手
形
。の
使
い
分
け

32 

基
準
が
知
り
た
い
点
で
あ
る
。

傍
系
会
社
の
う
ち
日
本
電
気
は
、
住
友
に
経
営
が
移
っ
た
昭
和
七
年
に
借
入
が
発
生
す
る
が
、
通
信
機
器
の
需
要
拡
大
に
対
応
し

て
の
増
設
の
た
め
で
あ
っ
た
。
板
硝
子
は
借
金
依
存
の
体
質
の
ま
ま
大
正
一
一
年
に
住
友
が
経
営
を
引
受
け
、
逐
次
借
金
を
改
善
す

る
傾
向
が
読
み
と
れ
る
。

ω
住
友
系
金
融
機
関
貸
出
に
お
け
る
住
友
系
企
業
の
比
重

そ
れ
で
は
戦
闘
期
の
住
友
系
企
業
の
借
入
等
を
総
括
し
て
み
よ
う
。
そ
の
前
に
住
友
系
金
融
機
関
四
社
の
貸
出
を
合
計
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
第
日
表
に
よ
れ
ば
、
銀
行
の
貸
出
に
対
し
て
信
託
（
固
有
・
信
託
両
勘
定
の
貸
出
合
計
〉
の
そ
れ
は
、
約
四
分
の
一

i

三
分
の
一
の
比
重
で
あ
っ
て
、
無
視
で
き
ぬ
重
要
な
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
生
命
の
貸
出
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
さ
ら
に
海
上
保
険
に

い
た
っ
て
は
一
層
小
額
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
住
友
系
金
融
機
関
の
貸
出
と
い
っ
て
も
、
実
質
上
は
銀
行
、
信
託
の
そ
れ
を
考
察
す

れ
ば
事
足
り
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

第
凶
表
は
住
友
系
企
業
の
借
入
等
ハ
A
）
が
、
住
友
系
金
融
機
関
の
金
貸
出
（
B
）
の
う
ち
、
い
か
な
る
比
重
を
占
め
る
か
試
算

し
た
も
の
で
あ
る
。
貸
借
対
照
表
か
ら
得
た
単
純
な
試
算
で
は
、
そ
の
比
重
ハ
A
／
B
）
は
、
戦
間
期
を
通
じ
て
大
き
く
ゆ
れ
動
き
、

そ
の
幅
は
一
二
一
広
か
ら
九
・
九
M
に
お
よ
ん
で
い
る
。
し
か
し
内
部
資
料
に
よ
れ
ば
、
連
系
会
社
が
住
友
合
資
会
社
の
借
入
に
依

存
し
て
い
る
場
合
ハ
C
〉
と
、
，
財
閥
外
か
ら
の
借
入
に
よ
る
場
合
ハ
D
〉
が
判
明
す
る
。
後
者
は
具
体
的
に
い
え
ば
、
大
阪
北
港
が

大
阪
市
か
ら
住
宅
建
設
の
た
め
の
低
利
融
資
を
受
け
、
年
賦
返
済
し
て
い
る
も
の
で
、
第
時
表
の
「
そ
の
他
（
D
〉
」
が
そ
れ
で
あ

（
D
〉
を
控
除
し
た
ハ
E
）
が
金
融
機
関
に
．依
存
し
た
分
と
一
応
推
測
さ
れ
、
そ
れ
が
住
友
系
金
融
機
関

る
。
し
た
が
っ
て
ハ
C
）
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住
友
合
資
会
社
，
連
系
会
社
の
借
入
等
は
第

12～
14表

，
住
友
系
金
融
機
関
貸
出
は
第

15表
に
よ
る
。

（
備
考
）
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に
対
す
る
も
の
と
仮
定
す
る
と
（
E
／
B
）、

C
・
六
劣
か
ら
八
・
七
箔
の
幅
に
修
正
さ
れ
る
。
合
資
会
社
設
立
後
三
年
間
は
七

1
八

劣
の
水
準
で
、
戦
間
期
を
通
じ
て
も
っ
と
も
高
く
、
大
正
末
期
ま
で
に
急
低
下
し
て
一
%
を
割
る
。
以
後
水
準
は
次
第
に
上
昇
し
て

昭
和
穴
、
七
年
に
六
第
台
に
達
し
、
ふ
た
た
び
二
%
台
へ
急
低
下
し
た
。
こ
の
よ
う
な
急
激
な
変
動
は
な
に
に
起
因
・す
る
の
か
1

（
A
V
に
し
て
も
、
ハ
E
）
に
し
て
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
借
入
等
」
の
合
計
値
自
身
論
理
性
に
欠
け
る
が
、
趨
勢
を
み
る
こ
と

は
で
き
る
。
大
き
く
変
動
す
る
趨
勢
は
、
そ
の
内
容
が
住
友
合
資
会
社
の
借
入
等
の
動
き
と
、
連
系
会
社
群
の
そ
れ
に
分
解
し
て
み

る
と
き
、
合
資
会
社
に
よ
っ
て
振
幅
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
第
凶
表
の
右
端
に
み
る
合
資
会
社
の
借
入

等
は
、
大
正
一

O
i
－
－
二
年
と
、
昭
和
六

i
八
年
に
高
水
準
を
示
め
し
て
い
る
、
前
者
の
住
友
総
本
店
が
合
資
会
社
に
改
組
さ
れ
る

前
後
は
、
財
閥
本
部
が
傘
下
事
業
へ
資
金
供
給
の
た
め
、
住
友
銀
行
に
多
額
の
資
金
を
依
存
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者

の
高
水
準
は
、
赤
字
で
あ
り
な
が
ら
配
当
し
、
本
社
自
体
の
起
業
や
子
会
社
投
資
等
の
た
め
に
資
金
を
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

膨
張
し
た
借
入
等
も
、
住
友
金
属
株
式
を
財
閥
外
に
放
出
し
た
こ
と
で
、
住
友
合
資
会
社
は
一
挙
に
資
金
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
改
善
し
て

い
る
。
合
資
会
社
に
よ
る
借
入
等
（
F
）
を
除
く
と
、
連
系
会
社
の
金
融
機
関
依
存
が
試
算
さ
れ
る
が
、

G
／
B
で
み
る
通
り
、
変

動
幅
は

0
・
六
%
か
ら
四
・
五
%
の
よ
う
に
か
な
り
縮
ま
る
。

三
菱
に
お
け
る
同
様
な
試
算
は
、
戦
間
期
を
通
じ
て
低
率
の
時
期
で
も
一

O
Z台
、
多
く
の
年
は
二

O
M台
、
高
い
年
は
三

O
Z

台
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
思
え
ば
、
住
友
と
は
格
段
に
異
っ
た
高
水
準
で
あ
っ
た
。

（1
）
『
住
友
銀
行
史
』
の
巻
末
計
表
に
よ
れ
ば
大
正
六

t
一
一
年
に
借
入
金
、
コ
lhw
マ
ネ
ー
が
あ
る
が
、
時
期
的
に
み
て
信
託
、
生
命
、
海

上
保
険
は
ま
だ
住
友
財
閥
に
存
在
し
な
い
。
た
だ
、
住
友
生
命
に
昭
和
九
年
五
月
現
在
、
住
友
信
託
か
ら
信
託
勘
定
で
四
五
万
円
の
借
入
残
高

が
あ
っ
た
事
実
が
あ
る
。
そ
れ
は
有
価
証
券
担
保
借
入
で
四
口
、
短
期
間
で
あ
っ
た
（
住
友
信
託
「
信
託
財
産
目
録
記
入
帳
」
（
昭
和
九
年
度
〉

に
よ
る
）
。
し
か
し
住
友
財
閥
全
体
か
ら
み
れ
ば
、
一
時
点
の
み
の
レ
ア
・
ケ
ー
ス
と
考
え
ら
れ
る
。

〈

2
）
発
行
日
、
金
額
は
『
住
友
倉
庫
六
十
年
史
』
年
譜
（
四
三
九
頁
）
に
よ
る
が
、
社
債
発
行
に
つ
い
て
の
記
述
は
向
史
本
文
に
は
な
い
。
ま
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た
、
同
社
債
は
興
銀
『
社
債
一
覧
』
ハ
昭
和
四
五
年
〉
に
は
記
載
が
な
く
、
私
募
僚
と
恩
わ
れ
る
。

ハ3
〉
前
著
、
四
O
五
J
七
頁
。

回
戦
時
体
制
期
の
住
友
財
閥
各
社
と
金
融
機
関
の
関
係

付

預
金
等

1920年以降の住友財関の金融

日
中
戦
争
開
始
の
年
、
す
な
わ
ち
昭
和
二
一
こ
九
三
七
〉
年
の
二
月
、
住
友
合
資
会
社
は
株
式
会
社
住
友
本
社
に
改
組
さ
れ
、

同
年
六
月
住
友
別
子
鉱
山
と
住
友
炭
砿
は
合
併
し
て
住
友
鉱
業
と
な
り
、
一
九
年
一
一
月
大
限
北
港
と
住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
合
併

し
て
住
友
土
地
工
務
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
間
扶
桑
海
上
が
住
友
海
上
火
災
保
険
と
改
称
し
て
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
、
（
一
五

年
四
月
〉
、
日
本
電
気
も
指
定
さ
れ
た
後
住
友
通
信
工
業
と
改
称
（
一
八
年
二
月
）
し
て
い
る
。
改
称
も
相
次
ぎ
、
満
洲
住
友
鋼
管
は

満
洲
住
友
金
属
工
業
（
一
三
年
一
月
）
、
住
友
電
線
製
造
所
は
住
友
電
気
工
業
三
四
年
二
月
）
、
住
友
機
械
製
作
は
住
友
機
械
工
業

（
一
五
年
一

O
月
）
、
土
佐
吉
野
川
水
力
電
気
は
、
九
年
に
四
国
中
央
電
力
と
改
称
し
て
い
た
が
、
さ
ら
に
住
友
共
同
電
力
と
な
り

（
一
八
年
四
月
〉
、
住
友
海
上
は
大
阪
海
上
火
災
保
険
と
合
併
し
て
大
阪
住
友
海
上
火
災
保
険
と
改
称
し
て
い
る
こ
九
年
三
月
三
右

の
ご
と
く
数
多
く
の
動
き
は
あ
っ
た
が
、
傘
下
企
業
群
の
実
体
は
ほ
と
ん
ど
変
っ
て
い
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
戦
時
末
期
に

連
系
会
社
と
な
っ
た
日
本
電
気
は
作
表
の
便
宜
上
、
傍
系
会
社
の
ま
ま
表
示
し
て
お
く
。

ω
住
友
本
社
・
連
系
会
社
の
「
預
金
等
」

第
口
表
は
各
社
の
「
預
ケ
金
」
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
表
示
上
二
つ
の
難
点
を
ま
ず
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
第

一
は
×
印
で
示
し
た
よ
う
に
、
「
預
ケ
金
」
「
現
金
」
の
分
離
不
能
の
ケ
l
ス
が
戦
間
期
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
第
二
は
昭
和

一
八
、
九
年
に
決
算
期
を
変
更
す
る
会
社
が
増
え
、
合
計
は
ま
す
ま
す
意
義
が
薄
い
こ
と
、
で
あ
る
。
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友
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備
考
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1. 
1）

昭
12.6

住
友

別
子

鉱
山

と
住

友
炭

砿
が

合
併

し
，

住
友
鉱
業
と
改
称
、

2
）
昭
19.11

大
阪

北
港

と
住

友
ピ

jレ
デ
ィ
シ
グ
が
合
併

ー
し
，
住
友
土
地
工
務
と
改
称
。

2. 
住

友
本

社
の

昭
12～

16
は

「
実

際
報

告
書
J
，
明
17,

18
は

「
会

計
見

積
書
J
，

他
社

は
そ

れ
ぞ

れ
の

営
業

報
告

審
に

よ
る

。
千

円
未

満
切
捨
て
。



第
げ
表
に
よ
れ
ば
、
戦
時
体
制
下
に
「
預
ケ
金
」
全
体
は
傾
向
と
し
て
増
加
し
、
戦
時
末
期
は
昭
和
一
二
年
に
対
し
す
く
な
く
と

も
三
倍
な
い
し
四
倍
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
住
友
財
闘
が
戦
時
体
制
期
に
大
膨
張
を
と
げ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る

tJ, 

「
預
ケ
金
」
の
大
き
さ
は
会
社
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

第
一
に
、
金
属
は
軍
需
産
業
の
花
形
と
し
て
膨
張
が
い
ち
じ
る
し
い
企
業
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
反
映
し
て
、
現
預
金
も
次
第
に
増

大
、
財
閥
内
で
は
隔
絶
し
た
多
額
の
残
高
を
擁
し
て
い
る
。
と
く
に
昭
和
一
八
年
以
降
そ
の
感
が
深
い
。
そ
れ
は
三
菱
財
閥
に
お
け

る
三
菱
重
工
の
事
情
と
好
一
対
を
な
す
。

第
二
に
、
電
線
を
筆
頭
に
、
鉱
業
、
化
学
な
ど
生
産
部
門
の
諸
社
も
戦
時
下
に
増
産
に
励
ん
だ
は
ず
で
あ
．る
が
、
現
預
金
の
残
高

は
増
大
傾
向
と
は
い
い
き
れ
ず
、
む
し
ろ
年
に
よ
り
大
き
く
変
動
し
て
い
る
。
残
高
が
そ
の
前
後
に
比
し
て
突
出
し
て
い
る
年
は
、

拡
込
徴
収
し
て
未
使
用
分
が
現
預
金
に
滞
留
し
た
た
め
で
あ
る
。
た
と
え
ば
電
線
（
昭
和
一
四
、
二
O
年
〉
、
化
学
（
一
五
、
一
九
年
〉
、

機
械
（
一
五
、
一
八
、
ニ
O
年
〉
、
鉱
業
三
六
、
一
七
、
一
九
年
）
は
明
ら
か
に
滞
留
と
い
え
る
。

19却年以降の住友財閥の金融

第
三
に
、
非
生
産
部
門
の
倉
庫
、
大
阪
北
港
、
ピ
ル
な
ど
が
資
金
的
余
裕
を
生
じ
、
企
業
規
模
の
割
に
は
比
較
的
多
く
の
現
預
金

を
擁
し
て
い
る
。
と
く
に
倉
庫
に
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

第
四
に
、
住
友
本
社
は
昭
和
一
五
年
以
降
に
わ
か
に
預
け
金
残
高
が
増
加
し
て
い
る
が
、
内
部
資
料
に
よ
れ
ば
、

日
常
的
資
金
と

は
区
別
さ
れ
た
「
銀
行
特
別
預
金
」
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。

な
お
、
傍
系
二
社
の
う
ち
、
日
本
電
気
が
昭
和
一
五
年
以
降
多
額
の
預
け
金
を
擁
し
、
同
社
の
軍
需
産
業
と
し
て
の
急
発
展
と
関

連
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
、
太
平
洋
戦
争
期
は
金
属
に
次
ぐ
大
き
な
残
高
で
あ
る
。

そ
し
て
第
げ
表
の
預
け
金
に
は
、
連
系
会
社
か
ら
住
友
本
社
へ
の
預
け
金
も
含
ま
れ
で
い
る
。
そ
れ
は
内
部
資
料
に
よ
ら
な
い
限

り
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
幸
い
昭
和
一
二

i
一
六
年
は
内
部
資
料
に
よ
っ
て
判
明
す
る
の
で
、
第
四
表
の
通
り
計
算
す
る
こ
と
が
で
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次
に
、
非
営
業
的
と
推
測
さ
れ
る
特
殊
目
的
の
預
託
を
検

討
し
よ
う
。
第
四
表
は
各
社
の
一
般
的
預
金
と
は
区
別
さ
れ

る
べ
き
預
託
分
で
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
、
退
職
手
当
引
当
．

を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
一
二
三
九
三
七
）
年
住
友
合
資
会
社
を
株
式
会
社
に
改
組
す
る
際
、
住
友
全
体
の
退
職
慰
労

金
規
定
が
改
正
さ
れ
、
旧
規
定
に
よ
る
清
算
払
が
お
こ
な
わ
人
向
。
そ
れ
ま
で
社
員
は
住
友
合
資
で
一
括
採
用
さ
れ
、
各
社
に
配
属

号l

昭 12 ヌ0,370 7,895 12,475 38.8 

13 26.007 9,340 16;667 35.9 

14 36,952 15,735 21,217 42 .. 6 

15・ 32,953 . 6,250 26,703 19.0 

16 46,480 5,750 40,730 12.4 

17 53,183 (8,490) 44,693 (16.0) 

18 78;490 (7,429) 71,061 (9.5) 
，， 

19 84,041 ワ ワ ? 

20 131, 4071 ワ ワ 勺

（備考〉 第17表，前掲拙著第179表〈本社部門のみ〉より

作成。（）内は同第177表〈住友本社会体〉によ

り参考表示。

〈単位 ：千円〉

戸二｜う誌社｜ 差

第18表

き
る
。
す
な
わ
ち
、
－連
系
会
社
め
現
預
金
の
う
ち
、
住
友
本

38 

社
に
預
け
ら
れ
た
額
の
比
重
は
、
＼
B
／
A
の
ご
と
く
、
三

i

四
割
か
ら
急
低
不
し
て
い
く
。
戦
間
期
に
は
預
け
先
の
大
部

分
は
本
社
で
あ
っ
た
か
ら
、
戦
時
体
制
期
で
は
ま
さ
に
事
情

が
一
変
し
、
本
社
以
外
｜
｜
お
そ
ら
く
財
閥
内
金
融
機
関

・ー
ー
へ
の
預
け
額
が
増
大
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
社

が
連
系
会
社
の
余
裕
金
を
吸
上
げ
、
不
足
会
社
へ
投
下
す
る

資
金
調
節
機
能
は
後
退
し
、
各
社
の
資
金
は
お
そ
ら
く
財
閥

内
金
融
機
関
に
預
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
た
と
想
像
さ
れ

る

さ
れ
て
も
、
退
職
金
は
本
社
で
一
元
的
に
処
理
さ
れ
て
い
た
が
、
改
正
後
は
各
社
で
新
た
に
退
職
手
当
金
を
積
立
て
る
こ
と
に
な
り
、

引
当
資
産
は
一
般
預
金
と
は
．区
別
し
、
銀
行
預
金
な
い
し
金
銭
信
託
と
し
て
企
業
外
へ
預
託
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
凶
表
に
み
る

通
り
一
二
年
以
降
各
社
の
引
当
資
産
が
漸
増
？
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
金
属
、
電
線
は
引
当
資
産
と
し
て
指
定
金
銭
信
託
を
選
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第
19表

住
友
系
企
業
の
特
殊
目
的
の
預
託

社
名

｜
金

属
｜

電
線

｜
機

械
｜

化
学

｜
ア
ル
ミ
｜
鉱
業
｜
四
国
中
央
｜
本
社
｜

計
同
点
気
｜
板
硝
子

決
算
期
｜

9
月

｜
同

｜
朗

｜
胡

｜
瑚

I
 12月

！
瑚

｜
瑚

｜
 

I
 UY.I 

I
 12月

計
上

退・11
退
職
手
当

退
職
手
当

退
職
手
当

退
職
手
当

信
託
勘
定

納
税
準
備

積信ヲ｜
託
預

同
左

同
左

同
左

引
当
預
金

科
目

資
産

引
当
資
産

引
当
預
金

見
返
預
金

預
金

昭
12

258 
3
7
 

9
 

l'i 
1

 
242 

5
6
4
 

13 
7
1
5
 

12S 
3
8
 

6
7
 

3
 

3
1
9
 

237 
I
，
印

7

14 
1,317 

220 
69 

121 
8

 
57S 

2
1
7
 

2
,
5
3
0
 

15 
2,042 

3
2
6
 

lOE 
18'i 

16 
894 

1
 

6,196 
9
,
7
7
0
 

1
6
 

2,861 
434 

153 
267 

22 
1, 21S 

2
 

190 
5,147 

17 
4
,
0
1
9
 

572 
却

3
36~ 

3
6
 

1,529 
183 

6
，
抑
7

1
8
 

5
，
卯

7
720 

2
6
5
 

47'i 
4
4
 (9月）

1,835 (6月）
3

 
129 

9
，
犯
O

9
6
 

1
9
 

9,190 (9月）
865 (9月）

314 
1,053 (3

月）
6.1

 (9月）
2,411 (3月）

3
 

ワ
(13

,897) (9月）
1,520 

4( 

2
0
 

9,092 
1
,026 

3
8
6
 

9
4
4
 

6
3
 

2,579 
4

 
勺

(14,094) 
5
,08( 

勺

指信
定託
金
銭

同
左

車豊産富喜金銭重
不

明
不

明
不

明
指信託定

金
銭

内
容

〈
備
考
〉

各
社
営
業
報
告
書
iと
よ
り
作
成
。

簡の
3



択
し
た
こ
と
は
判
明
し
て
い
る
が
、
化
学
、
機
械
の
よ
う
に
指
定
金
銭
信
託
以
外
も
「
銀
行
預
金
・
郵
便
貯
金
」
の
よ
う
に
併
記
し

て
い
る
例
も
あ
り
、
ア
ル
ミ
、
鉱
業
、
電
力
の
ご
と
く
何
を
選
ん
だ
か
不
明
の
場
合
も
あ
る
。
当
時
の
一
般
的
傾
向
か
ら
み
て
、
退

職
手
当
引
当
資
産
と
し
て
利
廻
り
の
よ
い
指
定
金
銭
信
託
が
選
ば
れ
る
可
能
性
が
強
く
、
第
凶
表
で
明
示
さ
れ
て
い
な
く
と
も
引
当

資
産
の
大
部
分
は
指
定
金
銭
信
託
と
推
測
し
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
、
住
友
本
社
は
昭
和
一
五
年
の
み
な
ぜ
か
異
常
に
残
高
が
多
い
。

そ
れ
以
外
は
と
く
に
表
示
が
な
い
が
、
本
社
部
門
に
お
け
る
退
職
手
当
引
当
資
産
と
思
わ
れ
る
。
退
職
手
当
引
当
資
産
と
い
う
特
殊

40 

な
性
絡
上
、
各
社
の
合
計
は
蓄
積
一
が
進
み
、
安
定
的
資
金
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ω
金
融
機
関
の
預
金
等

戦
時
体
制
期
に
お
け
る
金
融
機
関
の
預
金
等
は
、
戦
間
期
の
そ
れ
と
考
察
対
象
に
変
化
が
な
く
、
第
却
表
の
ご
と
く
要
約
さ
れ

る
。
た
だ
し
、
昭
和
一
九
、
二

O
年
は
大
幅
な
決
算
期
変
更
に
よ
り
合
計
値
の
意
味
が
一
層
希
薄
に
な
っ
て
い
る
。

同
表
に
よ
れ
ば
、
信
託
、
生
保
、
海
上
保
険
そ
れ
ぞ
れ
が
、
事
業
規
模
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
か
、
戦
間
期
よ
り
も

預
金
残
高
を
膨
張
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
中
で
信
託
、
生
保
商
社
は
預
け
先
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
海
上
保
険
だ
け
は
不
明
の
ま

ま
で
あ
る
J

住
友
信
託
の
場
合
、
第
幻
表
に
み
る
通
り
基
本
的
に
は
戦
間
期
と
事
情
が
変
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
住
友
銀
行
と
日
銀
で
ほ
と
ん

ど
を
占
め
、
住
友
支
配
下
の
銀
行
に
わ
ず
か
な
残
高
が
あ
る
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
戦
間
期
と
異
る
の
は
、
も
は
や
横
浜
正
金
銀
行

へ
の
預
け
金
は
な
く
、
通
知
預
金
は
あ
れ
ば
住
友
銀
行
と
な
っ
た
こ
と
、
住
友
支
配
外
の
地
方
銀
行
に
も
預
け
る
ケ
l
ス
が
生
じ
た

こ
と
で
あ
る
。
佐
賀
百
六
、
三
州
平
和
、
豊
前
、
三
重
は
住
友
の
支
配
銀
行
で
あ
る
が
、
住
友
信
託
本
店
取
引
の
神
戸
銀
行
、
福
岡

支
店
取
引
の
東
海
、
愛
知
県
農
工
の
諸
行
は
地
場
の
必
要
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
金
額
的
に
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
第
別
表
に
み
る
通
り
戦
時
体
制
期
を
通
じ
て
同
社
預
金
の
七

i
八
割
が
住
友
銀
行
に
お
か
れ
、
日
銀
を
加
え
れ
ば
九
八
%



（
単
位
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千
円
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信
託

住
友
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以
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友
生
命
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友
系
金
融
機
関
の
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金
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戦
時
体
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住
友
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務
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他
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事
業
報
告
書
よ
り
計
算
の
う
え
作
成
。

'.:l..Y
《

j
::, ，....縦fト~－＇＝＇千）

~
(',i.20 

会三
~
:
W
何
母

14Jr
Q
 ~

<l_ll.
，
＠
糊
＊
孟
~
樹
F
ν
ム
~
i
ミ（＇

,i.2。
S農
民
側
~r{,-0~

.
！
：
＇
’
組
制
緩
lt?(

Q
陪
公
司
同
右
鋸
ム
ν

ム？。
。
命

令
枇
畢

主i程
標
ts~
翌
’
総

1
~
－
出
窓
悟

4i;IQ超
lt?~ま

益
活
鵠
長
~

&
~

’ 
lt?
揺

4
揺
。
ん

1
lと矧－＇＝＇

4i;li¥!a.,i;:>もれ
I

V必（＇
,i.2 

ムJ

A
l’

総
l1以

’
明
底
陪
4同
~
組
側

1li; 
t"' 
'

 -R 
0
 f!!惇
｜
同
沿
道
盤
ぬ
騎
千
J~l'Q

ル）AJ’
総

111以
’
語
E
寝
付
心
土
日
制
覇
！
と
ぐ
Q
紙

〈
備
考
）

誕
M明Q堅怒川判組制

G盆益体州。自由同



第21表住友信託の預金先〈戦時体制期〉 〈単位：千円〉

行 名 13/11 114/11 115/.11 16/11 17/11 

住 －友銀行 6,230 7,67C 5;36C 5,763 

日 本 H 1,140 2,766 1, 90( 1,364 
信 不 不

佐賀百六，， 5 19 

三 州平 和 M 3 6 23 24 
託

登 前 M 4 3E 1~ 42 

十． 七 H 13 24 28 
勘

東 海，， 76 18 

愛知県農工.,, 10 18 
定 詳 詳

一 重 H 11 16 

神 p,, 25 

住
固

友銀行 729 773 851 

目 本 N 6C陀 1, 114 76 
有

神 p,, 1 
勘 、

東 事事 ” 1 
定

愛知県農工 M 0.4 

．メ日、 計（A)

百 1臨
8,303 8,228 

－住友銀行 (B) 6,959 9,016 6,133 6,613 

そ の 他 1, 751 . 3, 846 2,170 1,615 

BIA 〈%〕 (79.9) (70.1) (73.9) （曲.4) 

〈備考〉 同社業務報告書より計算のうえ作成。
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19加年以降の住友財閥の金融

自席泣表住友生命の預金先（戦時体制期〉 〈単位 ：千円）

ケーJ昭12. I 13 I 14 ・ . I iリー I17 

定期 住 友銀行 750 830 900 930 970 I，α)0 
一 井 H 50 50 50 50 50 50 

一 菱 H 50 50 50 50 50 50 

一 和 H 50 50・ 50 50 50 50 

神 予，， 10 10 10 10 10 10 

三州平和 H 30 30 30 30 30 30 

佐賀百六 n 60 ー30 30 30 ． 

豊 前 〆 60 60 60 60 60 60 

計 1,06α 1, 11α 1,18α 1,210 1,220 1,250 

遜知 ｜一三~， ~1-;5いイ付付L判ω

’特当 別座 住 友 n 11 与 1 26 78 

その他 H 6 14 6 1 9 

計 1'.l 14 11 2 26 87 

当座 住 友 H 214 321 389 665 738 7叩

その他 H 4S 70 5g 238 119 190 

計 256 391 448 902 857 980 ． 

合計 (A) 2,283 2,664 2,539 6,414 8,302 6,967 

うち 住 友 CB) 1,925 2,301 2,194 5,896 7,934 6,518 

その他 H 358 363 345 518 368 449 

BIA (%)' (84.3) (86.4) (86.4) (91. 9) (95.6) (93.6) 

（備考〉 同社事業報告書より計算のうえ作成。
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（単位：千円〉

扶桑海上 計 ｜事託JA_:_B=cjcCA) 

昭 12 300 263 563 1001 463 82.2 

13 350 268 618 100 518 83.8 

14 350 300 650 100 550 84.6 

15 350 340 690 100 590 85.5 

16 900 425 1,325 100 1,225 92.5 

17 1,100 580 1,680 100 1,580 94.0 

18 1,100 717 1,817 100 1,717 94.5 

19 (3月） 1, 124 (3月） 4,357 5,481 ワ ワ

20 (3月） 1, 124 ? ワ 。

第23表住友系金融機関の金銭信託〈戦時体制期〉

中
度
が
高
ま
り
、
九
割
を
こ
え
て
い
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
戦
時
体
制
期
に
お
け
る
住
友
系
金
融
機
関

に
住
友
銀
行
以
外
へ
の
預
け
金
が
存
す
・
る
こ
と
が
判
明
し
た
の

で
、
判
明
分
だ
け
で
も
控
除
し
て
み
た
の
が
、
前
掲
第
初
表
の
右

側
で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
、
預
け
金
の
う
ち
八

0
1九
O
Z程
度

が
住
友
銀
行
へ
の
預
け
金
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

44 

各社事業報告書よりi計算のうえ作成。

最
後
に
、
住
友
系
金
融
機
関
に
よ
る
金
銭
信
託
を
付
言
す
れ

ば
、
第
お
衰
の
ご
と
く
で
あ
る
。
住
友
生
命
分
に
は
三
井
信
託
へ

の
委
託
一

O
万
円
が
含
ま
れ
、
昭
和
一
九
、
二

O
年
は
「
三
社
八

口
」
と
の
記
載
が
あ
る
の
で
、
住
友
信
託
以
外
へ
の
委
託
が
あ
っ

た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
扶
桑
海
上
は
そ
の
内
訳
が
不
明
で
あ

る
た
め
、
そ
の
金
銭
信
託
が
す
べ
て
住
友
信
託
へ
の
委
託
と
仮
定

す
る
と
、
第
幻
表
の

C
欄
が
住
友
信
託
へ
の
上
限
値
と
な
る
。
ま

た
、
生
命
、
海
上
保
険
と
も
太
平
洋
戦
争
期
か
ら
金
銭
信
託
が
増

加
し
、
運
用
態
度
の
変
化
を
窺
わ
せ
る
。

住
友
系
金
融
機
関
預
金
等
に
占
め
る
住
友
系
企
業
の
比
重

n
J
 

ま
ず
、
財
閥
内
企
業
の
預
金
が
住
友
銀
行
の
全
預
金
に
占
め
る

（備考〉

比
重
を
試
算
す
れ
ば
、
第
M
衰
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
比
重
ハ
A
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て
、
住
友
の
場
合
よ
り
は
る
か
に
高
率
で
あ
る
。
そ
の
差
は
戦
間
期
よ
り
一
層
拡
大
し
て
い
る
。
ど
こ
に
そ
の
差
の
原
因
が
あ
る
の

46 

か。
e

第
一
に
、
三
菱
の
本
社
・
分
系
会
社
の
預
金
に
三
菱
銀
行
以
外
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
で
あ
る
。
資
料
的
に
実
証
不
能
の
た
め

そ
の
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
が
、
多
額
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
三
菱
の
金
融
機
関
預
金
で
は
東
京
海
土
、
明
治
生
命
に
つ
い

て
三
菱
銀
行
以
外
を
控
除
ず
み
で
あ
る
か
ら
、
控
除
後
は
か
な
り
実
態
｜
｜
三
菱
銀
行
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。

第
二
に
、
両
財
閥
系
企
業
の
本
社
・
直
系
会
社
同
志
、
金
融
機
関
同
士
の
預
金
残
高
を
比
較
す
る
と
、
三
菱
は
住
友
に
対
し
て
そ

れ
ぞ
れ
二
倍
な
い
し
三
倍
の
規
模
で
あ
る
。
同
業
種
同
士
で
み
れ
ば
、
三
菱
系
企
業
の
方
が
住
友
系
企
業
よ
り
も
概
し
て
大
規
模
で

あ
り
ハ
た
と
え
ば
三
菱
重
工
業
と
住
友
金
属
、
三
菱
鉱
業
と
住
友
鉱
業
、
東
京
海
上
と
住
友
海
上
、
明
治
生
命
と
住
友
生
命
の
ご
と
く
て
事
業
規

模
の
大
き
い
ζ

と
が
預
金
の
多
い
こ
と
と
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
三
菱
銀
行
は
昭
和
一
八
年
に
第
百
銀
行
を
合
併
す
る
ま
で
、
預
金
で
は
住
友
よ
り
二

i
四
割
少
な
か
っ
た
。

以
上
の
こ
と
は
、
戦
間
期
か
ら
続
い
て
い
る
事
情
で
あ
っ
て
、
両
財
閥
は
一
貫
し
て
預
金
面
で
大
き
な
格
差
を
持
ち
続
け
た
の
で

，
 

あ
る
。次

に
、
住
友
信
託
が
財
閥
内
企
業
か
ら
ど
れ
だ
け
の
金
銭
信
託
を
吸
収
し
た
か
を
み
よ
う
。
第
お
表
に
み
る
ご
と
く
、
判
明
し
た

限
り
で
は
戦
時
体
制
期
に
な
っ
て
か
ら
増
加
が
い
ち
じ
る
し
い
。
と
く
に
本
社
・
連
系
会
社
の
増
加
が
注
目
さ
れ
る
が
、
退
職
手
当

引
当
資
産
と
し
て
の
積
み
増
が
主
因
で
あ
っ
て
、
戦
時
下
の
事
業
拡
大
｜
↓
人
員
膨
張
、
勤
続
年
数
の
増
加
を
反
映
し
て
の
加
速
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
住
友
信
託
の
金
銭
信
託
金
体
に
占
め
る
比
重
は
ま
だ
ま
だ
驚
く
ほ
ど
小
さ
い
。
そ
れ
で
も
戦
間
期
の
一
%
未
満
か

ら
み
れ
ば
、
戦
時
体
制
期
に
一

i
二
%
に
な
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
変
化
と
い
え
よ
う
。
他
信
託
会
社
に
預
託
し
て
い
る
可
能
性

が
第
お
表
に
示
さ
れ
た
以
上
に
あ
る
一
方
、

‘連
系
会
社
の
退
職
手
当
引
当
資
産
の
う
ち
、
不
明
分
を
預
金
に
分
類
し
た
も
の
が
金
銭
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円
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託
の
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銭
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託
に
占
め
る
住
友
系
企
業
の
比
重
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戦
時
体
制
期
〉

金
融
機
関
の

う
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へ
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よ
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住
友
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託
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十
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巻
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数
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作
成
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〈単位：千円〉

社名｜金 属｜電線 ！化学｜四国中央 計（決算期） (9月〉 (12月〉 (12月〉 (12月〉 (11月〉

昭 12

13 

14 10，似治 10,000 却，α）（）

15 20，α）（） 10，α)0 30,000 20，α）（） 

16 so;ooo 19,800 10，αx 79,800 19,400 

17 125,000 10,000 19,400 9,700 164,100 18,600 

18 164,600 10，α)0 33,600 (217,900) 27,800 

19 221, 900 9, 600 凪ゴ3河川棚 306,350 (9月）27,200 

20 (3月） 2比例（3月） 9,400 (6月）65, (3月） 8,200 317;400 (3月）26,800 

住友系企業の社債第26表

同

借

入

等

48 

戦
時
体
制
期
の
借
入
等
は
、
太
平
洋
戦
争
期
、
と
く
に
敗
戦
に

近
づ
く
に
つ
れ
、
急
膨
張
を
と
げ
る
。
し
か
し
以
下
の
諸
表
に
み

る
ご
と
く
、
決
算
期
の
変
更
が
相
次
ぎ
、
同
一
基
準
に
よ
る
全
体

像
の
把
揮
が
一
層
困
難
で
あ
っ
て
、
急
膨
張
の
正
確
な
姿
が
描
き

切
れ
な
い
。
ま
た
、
戦
時
末
期
は
す
で
に
預
金
等
で
み
た
通
り
、

計
数
自
体
が
入
手
で
き
な
い
場
合
す
ら
あ
る
。
以
下
は
、

か
か
る

事
情
を
承
知
の
上
で
の
概
要
把
鍾
で
あ
る
。

各社営業報告書より作成。

社
債

戦
時
体
制
期
に
は
連
系
会
社
四
社
ハ
金
属
、
電
線
、
化
学
、
電
力
〉

と
日
本
電
気
が
社
債
を
発
行
し
、
金
属
、
化
学
は
大
量
発
行
を
記

録
し
て
い
る
ハ
第
お
表
〉
。
い
う
ま
で
も
な
く
軍
需
生
産
遂
行
の
た
・

め
の
巨
額
な
資
金
調
達
の
一
環
で
あ
る
が
、
住
友
系
の
寧
需
会
社

す
べ
て
が
社
債
に
依
存
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
資
金

調
達
の
必
要
上
、
株
式
公
聞
に
踏
切
っ
た
金
属
、
化
学
、
電
線
が

広
く
投
資
家
を
求
め
て
社
債
に
も
依
存
し
た
こ
と
を
示
し
て
い

〈備考〉

る
。
す
で
に
株
式
を
分
散
し
て
い
る
日
本
電
気
も
同
様
に
み
て
差

支
え
な
い
。
四
国
中
央
電
力
は
株
式
公
開
会
社
で
は
な
い
が
、
同



1920年以降の住友財閥の金融

第27表住友系企業の社債銘柄別 〈単位：千円〉

銘 柄 l発行高発行日｜議｜榊｜引受会社 受託会社

住友化学工業1回い号10,000＼昭14.1.25 100円 4.3% 住友，興銀，往信住信

H ろ号10,000 15.10.25 ，， ，， ，， ，， ，，，， 

2回い号15,000 18. 9. 25 ，， ，， 9行． 5信託 住友，往信

M ろ号25,000 19. 11. 25 ，， ，， ，， ，， ，， 

四国中央電力 1固い号10, oool 15. 3 . 1 I 99円.5銭0 ，， 住友，興銀，往信往信

住友金属工業1固い号120,000 16. 3. 20 100円 ，， 8行. 4信託 住友，往信

M ろ号20,000 16. 5. 26 ，， ，， ，， ，， ，， 

は号10,000 16. 8 .15 ，， ，， ，， ，， ，， 

" lζ号15,000 16. 12. 1 ，， ，， ，， ，， ，， 

2回い号20,000 17. 2.25 ，， ，， ，， ，， ，， 

" る号号；20,000 17. 5. 25 ，， ，， ，， ，， ，， 

" は 20,000 17. 8.25 ，， II ，， ，， ，， 

II IC号20,000 18. 2. 25 ，， ，， 11行， 5信託 ，， 

3固い号20,000 18. 6. 25 ，， ，， 9行 ，， ，， 

n ろ号20,000 18.11. 25 ，， ，， ，， II ，， 

は号号：：：ooo 19. 1. 25 ，， ，， ，， ，， ，， 

II lζ000 19. 6. 26 ，， ，， ，， ，， ，， 

M ほ号15,000 20. 2.26 ，， ，， ，， 6信託 ，， 

H へ号 5,000 20. 4 .28 ，， ，， ，， ，， ，， 

一環1吋~~： 00~, , 16. 9 . 2:1 II 

，， 

H ろ 00 20. 5 • 2 II 
，， 9行. 5信託 II 

日 本電気1固い号ho.ooo 13. 11. 1 ，， ，， 住友，興銀，往信興銀

H ろ号10,000 14. 1. 25 ，， ，， ，， ，， ，，，， 

住友通信工業2固い号10,000 18. 9. 20 ，， ，， 9行， 5信託 住友，興銀

〈備考） 1. 興銀『社債一覧』より作成。
2. 期限はすべて10年。

3. 8行は，住友，興銀．第一，三井，三菱，安田．第百，三和

49 

9行は，住友，興銀，帝国，三菱，安田，三和，野村，東海，神戸。
11行は，上記8行に野村，東海，神戸。
4信託比住友．三井，三菱．安田. 5信託は，上記4信託に三
和。ただし，住友電工の5信託は住友，三井．三菱，安田，第一。
6信託は，住友，三井，三菱，安田，三和，第一。



社
も
電
力
需
要
家
、
生
保
筋
に
株
式
を
分
散
し
、
閉
鎖
的
出
資
関
係
の
枠
か
ら
す
で
に
外
れ
て
い
る
。
逆
に
純
然
た
る
閉
鎖
的
出
資

関
係
を
維
持
し
た
会
社
で
社
債
を
発
行
し
た
も
の
は
な
い
（
戦
間
期
の
住
友
倉
庫
が
例
外
〉
。

こ
れ
ら
社
債
発
行
は
、
第
幻
表
に
み
る
通
り
敗
戦
時
ま
で
に
金
属
で
一
四
回
、
計
二
億
四
、
五

O
O万
円
、
電
線
で
二
回
、
計
三
、

。

0
0
0万
円
、
化
学
で
四
回
、
計
六
、

0
0
0万
円
、
電
力
一
回
一
、

0
0
0万
円
、
日
本
電
気
で
三
回
、
計
三
、

0
0
0万
円
を

数
え
た
。
す
べ
て
が
期
間
一

O
年
、
ほ
と
ん
ど
が
額
面
一

O
O円
、
年
四
・
三
%
で
あ
り
、
物
上
担
保
附
社
債
の
た
め
、
担
保
権
の

受
託
は
住
友
銀
行
、
住
友
信
託
の
場
合
が
多
く
、
引
受
は
住
銀
、
－住
信
、
興
銀
の
ケ
i
ス
が
通
常
で
あ
っ
た
が
、
太
平
洋
戦
争
ご
ろ

か
ら
銀
行
・
信
託
十
数
行
へ
と
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
住
友
銀
行
・
信
託
が
社
債
引
受
の
結
果
、
か
な
り
の
社
債
所
有
は

あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
か
、
他
行
を
加
え
て
の
引
受
の
分
散
が
両
社
の
負
担
を
軽
減
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
要
す
る
に
、
財
閥

外
か
ら
の
資
金
導
入
に
社
債
発
行
が
役
立
っ
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。

ω
借
入
金
・
支
払
手
形
等

次
に
各
社
の
借
入
金
・
当
座
借
越
を
整
理
し
た
の
が
第
鵠
表
で
あ
り
、
支
払
手
形
・
割
引
手
形
等
を
整
理
し
た
の
が
第
却
表
で
あ

・

る
。
両
表
を
重
ね
て
み
る
と
、
借
入
金
と
支
払
手
形
の
区
別
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
可
能
で
あ
る
う
。

住
友
金
属
は
昭
和
一
五
年
ま
で
支
払
手
形
に
依
存
し
て
い
た
が
、
一
五
年
に
長
期
借
入
金
を
計
上
、
一
六
年
・か
ら
支
手
を
や
め
、

長
期
・
短
期
借
入
金
の
二
本
建
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
変
更
前
の
支
手
が
短
期
借
入
金
で
あ
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
長
短

区
別
の
意
識
は
な
い
が
支
手
が
実
質
上
借
入
金
で
あ
っ
た
証
拠
で
は
な
い
か
。
電
線
で
は
一
四
年
ま
で
借
入
金
は
な
く
支
手
だ
け
、

一
五
年
か
ら
支
手
が
な
く
借
入
金
だ
け
で
あ
り
、
科
目
変
更
し
た
公
算
が
大
き
い
。
逆
に
化
学
で
は
一
四
年
ま
で
借
入
金
と
支
手
が

あ
り
、
一
五
年
か
ら
借
入
金
に
一
・
本
化
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
鉱
業
は
一
三
年
ま
で
小
額
の
借
入
金
が
あ
っ
た
が
、
一
四
年
に
借
入

一
九
年
に
長
短
借
入
の
二
本
建
に
な
っ
た
と
き
、
支
手
が
短
期
借
入
金
に
科
目
変
更
し
た
と
み
ら
れ
る
。

50 

金
と
支
手
が
並
用
さ
れ
ぺ



1920年以降の住友財閥の金融

昭 12

13 

14 

15 

16 

17 

第28表住友系企業の借入金〈戦時体制期〉

金属
(9月） ｜間！日I~2A~ I f1ぉ；｜

1,470 1,230 

850 2,040 

1, 1,050 4,000 

〈長16,000 20,985 9, 00 13,920 

15,000 （短7~ ， 100 21,046 23,130 7,620 17,000 

26,500 92,100 31,222 36,000 13,770 

〈単位：千円〉

満洲鋼管
(12月）

4,200 

22,60α 

21,973 

23,693 銀行勘定

25,173 2,049 

：｛月月月；：：》~曲: 

18 33,500 130,500 

：；：前月月：：：：担:: 

59,100 :a局〉〉泊3曲面。 (9：月：：）：：：
3,441 

19 

c}:I月，：：）α5: c｝：月：：）：
138,490 5,000 

20 191,160 ? 

鉱 業

：~，曲！~~（吋雪唖·~｜議1田｜品4，醐｜ 
計 日〈本11電月） 気板(1硝2月子） (12月〉

昭12 374 17,134 28,780 

13 415 2,480 5,700 640 115 3,581 23,021 27,320 

14 7,459 2,180 5,800 7,750 39 3,259 55,437 26,685 

15 12,730 8,400 2,940 99,948 32,969 150 

16 12, 76~ 15,060 2,919 210,331 43,612 2,538 

:s（《長，；月~9日：I月回~ 
3,430 2,902 261,395 64,513 3,750 

c｝，，月：：：
(388,542) 

;f田.：月37担~ 【J，，月月似6曲~19 （短7~， 093 CJ，月sio 849,181 

58,974 
(3月Jo

2α90,387 4, 3,374 (1,341,499) 

（備考） 各社営業報告書より作成。〈長〉は長期借入金．〈短）は短期借入金。
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〈単位：千円〉第29表往友系企業の支払手形等｛戦時体制期〉

震線
化学lcif).鉱業 本 社

4計 板硝子
(9月〉 (12月〉 (12月〉 (12月〉 (12月〉 (12月〉

〈害tl)
昭127,174 1,100 24,400 32,674 115 

（支）
13 10,400 5,000 4,220 9，α）（） 63,500 92,120 26 

14 29,400 7,00Q 7,000 7, 200（割）82 9,000 82，鋭的 142,582 . 8 

・ 15 26,500 30,675 掛買及 148,600 205,775 

16 41,170 支払手形 169,955 211,125 

17 43,32α 192,186 235,506由

(9月〉
18 412 57,23α 245,267 302, ~9 

19 126 
(9月Jo ? 

20 ? 

各社営業報告書，本社は前掲拙著第175表．第177表より作成。

〈割）は割引手形，とくに断らない限り支払手形。

〈備考〉

こ
の
よ
う
な
諸
事
実
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
多
く
の
場

52 

合
、
支
手
は
実
質
上
借
入
金
で
あ
る
、
と
い
う
説
明
を
裏
付
け

る
も
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
住
友
本
社
で
も
類
似
し
た
問
題
が
あ
る
。
第
却
表
に
み

る
通
り
本
社
は
割
引
手
形
で
多
額
の
資
金
を
調
達
し
て
お
り
、

一
四
年
は
支
払
手
形
が
並
用
さ
れ
て
い
る
。
依
拠
し
た

一一一一、

（
本
社
部
門
だ
凶
り
で
な
く
住
友
本
社
会
体
〉
、

一
八
年
は
「
掛
買
及
支
払
手
形
」
の
名
称
が
使
わ
れ
て

い
る
が
、
割
引
手
形
と
支
払
手
形
は
と
も
に
事
実
上
借
入
金
と

資
料
が
異
な
る
た
め

一七、
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
金
額
の
連
続
性
か
ら
両
者
は
同
範

鴎
と
考
え
ら
れ
、
内
部
資
料
で
は
割
引
手
形
が
銀
行
あ
る
い
は

信
託
か
ら
の
借
入
金
と
表
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
付
言
す
れ
ば
、
金
属
、
鉱
業
両
社
で
借
入
金
が
長
短

に
分
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
み
た
が
、
満
洲
鋼
管
で
も

借
入
金
と
銀
行
勘
定
（
当
座
借
越
と
息
わ
れ
る
）
に
、
ま
た
四
国

中
央
電
力
も
借
入
金
を
長
、
短
に
分
離
し
て
い
る
。
要
す
る

に
、
住
友
財
閥
全
体
と
し
て
も
勘
定
科
目
が
整
備
さ
れ
、
戦
時

末
期
ま
で
に
事
実
上
の
借
入
金
で
あ
る
支
払
手
形
が
ほ
ぼ
消
滅



し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

1920年以降の住友財閥の金融

さ
て
、
各
社
別
に
み
た
借
入
・
支
手
等
の
特
徴
は
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
。

第
一
に
、
寧
需
生
産
に
直
接
・
間
接
に
関
係
す
る
会
社
で
は
、
借
入
金
・
支
手
等
の
合
計
額
が
、
戦
時
末
期
に
向
っ
て
大
膨
張
と

な
っ
て
い
る
。
も
づ
と
も
象
徴
的
な
の
は
金
属
で
、
昭
和
一
二
年
九
月
末
わ
ず
か
七
一
七
万
円
の
支
手
残
高
が
、
ニ

O
年
三
月
末
に

は
長
短
借
入
金
合
計
七
・
八
億
円
で
あ
る
。
同
時
点
で
一
億
円
を
こ
え
た
の
は
、
電
線
、
化
学
、
鉱
業
、
住
友
通
信
工
業
〈
日
本
電

気
）
と
住
友
本
社
で
あ
り
、
機
械
、
ア
ル
ミ
、
満
洲
鋼
管
も
三

i
五、

0
0
0万
円
の
借
入
金
を
要
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
傍
系
の

板
硝
子
の
み
平
和
産
業
の
ゆ
え
に
、
製
造
部
門
の
う
ち
で
は
や
や
す
く
な
い
。

第
二
に
、
非
生
産
部
門
は
右
の
傾
向
と
対
照
的
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
倉
庫
と
大
阪
北
港
は
借
入
を
返
済
し
終
っ
て
、
一
五
年

．
以
降
無
借
金
会
社
と
な
っ
た
。
ピ
ル
も
大
規
僕
ビ
ル
の
建
設
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
既
存
借
入
ば
残
っ
て
い
る
も
の
の
、
資
金
需
要
は

弱
か
っ
た
。
製
造
部
門
へ
供
給
増
を
は
か
つ
て
き
た
四
国
中
央
電
力
で
は
、
社
債
発
行
に
よ
り
一
五
年
に
借
入
金
は
一
時
縮
小
、

d

一

六
年
に
日
本
発
送
電
に
発
電
所
を
現
物
出
資
し
た
こ
と
に
関
連
し
て
借
入
増
を
み
た
が
、
以
後
借
入
金
は
縮
小
し
、
軍
需
生
産
会
社

と
は
異
な

r

っ
た
動
き
を
見
せ
て
い
る
。

．

一

第
三
に
、
財
閥
本
社
は
年
々
資
金
調
達
規
模
を
拡
大
し
て
い
る
。
株
式
会
社
に
改
組
し
て
も
敗
戦
近
く
ま
で
増
資
を
し
な
か
す

同
社
は
、
増
大
す
る
資
金
需
要
｜
｜
有
価
証
券
投
資
H
傘
下
へ
の
払
込
を

．「
割
引
手
形
」
「
支
払
手
形
」
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
た
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ω
住
友
系
金
融
機
関
貸
出
に
お
け
る
住
友
系
企
業
の
比
重

住
友
系
金
融
機
関
四
社
の
貸
出
合
計
は
、
第
却
衰
の
よ
う
に
、
戦
時
体
制
期
を
通
じ
て
六
倍
程
度
に
膨
張
し
て
い
る
。
戦
間
期
で
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み
た
通
り
、
銀
行
・
信
託
で
ほ
と
ん
ど
を
占
め
、
銀
行
の
貸
出
増
加
は
い
ち
じ
る
し
く
、
約
八
倍
で
あ
る
が
、
信
託
の
そ
れ
は
三
倍



第30表住友系金融機関の貸出 〈単位：千円〉

住友 銀行 住 友 信 託 住友生命 海上保険 計
02月） (11月） (12月） (12月〉

昭 12 736,631 1!!5,263 4,339 215 926,448 

13 893,870 214,675 5,013 131 1,113,689 

14 1,208,619 259,222 6,031 47 1,473,919 

15 1,612,317 293,944 7,087 I, 913,348 

16 1,912,417 305,807 9,174 2,227,398 

17 2,147,325 303,434 9,104 一 2,459,863 

18 311,383 13,897 91 3,138,489 

19 (9月） 4, 143, 4 ( 9・月〉 427,768 16,466 1,518 4,589,213 

20 (3月） 5,761, 7 ( 3月〉 503,884 29,953 ワ (6, 295, 552) 

〈備考〉 第15表と同様。

第32表住友銀行貸出におげる住友系企業の比重（20年 8月）

（単位：百万円〉

社 名 金 額

住友金属工業 806 

住 友 本 社 222 

住友通信工業 、163

住 友電気工業 153 

住友化学工業 i48 

住 友 鉱 業 122 

住友アルミ製錬 33 

計 (A) i, 647 

全 貸 出（B) 8,109 

A/B （%〉 20.3 

（備考） 『住友銀行八十年史』表3-70と巻末計数より計算のうえ作成。
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友
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借
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等
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友
系
金
融

（のB借）以入外等
か
ら

・
A
-
(
C
+
 

住
友
本
社

E
-
F
 

借銀入行勘金定・
割
支
払
引
手
手
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機
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出
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友
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な
か
っ
た
。
大
雑
把
な
計
算
が
可
能
な
一
八
年
ま
で
に
逐
次
上
昇
し
て
二
二
広
に
達
し
た
と
、
一
応
試
算
さ
れ
る
。
こ
の
段
階
で
一
一
一

菱
財
閥
に
お
け
る
本
社
・
分
系
会
社
借
入
等
の
三
菱
系
金
融
機
関
貸
出
に
対
す
る
比
重
と
比
較
す
る
と
、
格
段
の
差
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
三
菱
で
は
同
時
期
に
三
五

Z
か
ら
四
三

1
七
%
に
高
ま
り
、
次
ぎ
に
二
五
%
に
急
低
下
し
て
い
る
。
一
八
年
四
月
第
百
銀
行

を
合
併
し
て
貸
出
規
模
が
急
増
し
た
た
め
、
三
菱
系
企
業
の
比
重
が
急
低
下
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
考
慮
す
れ
ば
三

1
四
割
の

比
重
が
実
態
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
住
友
は
三
菱
よ
り
常
に
大
差
が
あ
り
、
戦
時
末
期
に
依
存
度
が
上
昇
し
た
と
は
い
え
、
な
お

半
分
以
下
の
依
存
度
で
あ
っ
た
。
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内
部
資
料
に
よ
っ
て
判
明
す
る
限
り
、
住
友
系
金
融
機
関
以
外
か
ら
の
借
入
等
を
控
除
し
て
み
る
と
、

E
／
B
は
や
や
下
が
る
だ

け
で
、
基
本
的
推
移
は
A
／
B
と
変
ら
な
い
。
住
友
本
社
か
ら
の
借
入
は
倉
庫
と
ピ
ル
に
あ
っ
た
が
小
額
で
あ
り
、
本
社
以
外
か
ら

の
借
入
が
急
増
し
て
い
く
。
こ
の
内
容
は
前
著
で
明
示
し
た
の
で
こ
こ
で
は
繰
返
さ
な
い
が
、
戦
時
金
融
金
庫
や
帝
国
燃
料
か
ら
の

借
入
が
主
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
住
友
財
閥
内
の
借
入
等
の
増
加
が
、

本
社
と
連
系
会
社
の
い
ず
れ
に
起
因
す
る
か
を
み
る
と
、
第
剖
表
の

F
欄
ハ
住
友

本
社
の
借
入
等
〉
と
G
欄
（
速
系
会
社
の
借
入
等
〉
に
み
る
よ
う
に
、
両
者
は
並
行
し
、
日
中
戦
争
期
で
は
本
社
、
太
平
洋
戦
争
期
で

は
連
系
会
社
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
連
系
会
社
は
み
ず
か
ら
住
友
系
金
融
機
関
か
ら
資
金
調
達
し
、
本
社
は
同
じ
く
住
友
系
金
融
機

聞
か
ら
資
金
調
達
し
て
傘
下
会
社
へ
の
払
込
に
応
じ
て
い
た
。
連
系
会
社
が
借
入
等
の
形
で
住
友
系
金
融
機
関
か
ら
直
接
的
に
資
金

を
導
入
す
る
金
額
は
、
住
友
系
金
融
機
関
の
方
か
ら
み
れ
ば
数

Z
、
せ
い
ぜ
い
一

O
Z程
度
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
戦
時

末
期
の
計
数
が
判
明
す
れ
ば
、
資
金
需
給
が
急
甚
大
し
て
い
る
の
で
そ
の
比
重
は
高
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

因
み
に
、
三
菱
の
場
合
、
一
ニ
菱
商
事
の
支
払
手
形
が
無
視
で
き
ぬ
ほ
ど
多
額
で
あ
り
、
事
実
上
の
借
入
金
と
み
な
す
に
は
疑
問
が

あ
る
の
で
、
そ
の
分
を
控
除
し
て
み
る
と
、
三
菱
系
企
業
の
借
入
等
の
三
菱
系
金
融
機
関
貸
出
へ
の
依
存
は
一

O
i三
ニ
劣
の
帽
に



修
正
さ
れ
る
。
住
友
に
は
三
菱
商
事
の
支
手
に
類
す
る
も
の
は
み
あ
た
ら
な
い
の
で
修
正
の
必
要
が
な
い
が
、
そ
れ
で
も
住
友
の
五

ー
ニ
二
%
の
比
重
ハ
A
／
B
）
は
三
菱
よ
り
依
然
と
し
て
低
水
準
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
敗
戦
時
の
住
友
銀
行
だ
け
に
つ
い
て
、
住
友
系
企
業
向
貸
出
残
高
が
判
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
泣
表
に
み
る
通
り
、

連
系
会
社
に
対
し
全
貸
出
の
ニ

O
Z強
を
当
て
て
い
る
。
第
剖
表
で
は
昭
和
一
九
、
ニ

O
年
ご
ろ
の
状
況
を
計
数
的
に
明
ら
か
に
で

き
な
か
っ
た
が
、
右
の
第
招
表
か
ら
推
測
し
て
ニ

O
M前
後
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

ハ
1
〉
銀
行
・
信
託
が
発
行
当
初
、
社
債
を
ど
れ
だ
け
引
受
け
（
共
同
引
受
の
場
合
は
分
担
額
も
問
題
と
な
る
〉
、
ど
の
よ
う
に
時
聞
を
か
け
て

投
資
家
へ
肩
代
り
し
て
い
く
の
か
、
具
体
的
な
研
究
は
寡
聞
に
し
て
み
あ
た
ら
な
い
。
住
友
信
託
の
場
合
の
み
内
部
資
料
に
よ
っ
て
あ
る
程
度

判
明
す
る
が
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
余
裕
が
な
い
の
で
他
日
検
討
し
た
い
。

（2
）
拙
著
、
第
一
七
七
表
。
原
資
料
は
「
実
際
報
告
書
」
で
は
な
く
、
こ
の
両
年
は
「
会
社
経
理
状
況
報
告
書
」
。

ハ
3
）
同
右
、
第
二
四
五
、
第
二
四
六
表
を
怠
照
。

1920年以降の住友財閥の金融

五

む

す

び

本
稿
の
考
察
は
、
も
ち
ろ
ん
住
友
財
閥
の
金
融
自
体
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
三
菱
財
閥
と
の
比
較
を
念
頭
に
出
発
し
た
の

で
、
当
然
、
比
較
に
つ
い
て
も
ふ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
ま
ず
、
そ
の
前
に
分
析
結
果
を
対
比
さ
せ
て
お
こ
う
。

第
－
に
戦
間
期
に
つ
い
て
。
住
友
銀
行
の
預
金
に
お
け
る
住
友
系
企
業
の
比
重
は
、
表
面
上
、
大
正
二
ニ
年
ま
で
は
一
万
前
後
、

大
正
末
か
ら
昭
和
八
年
で
三
克
前
後
、
以
降
は
四
広
と
試
算
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
中
に
は
住
友
系
企
業
か
ら
住
友
合
資
会
社
へ
の

1

預
け
金
も
混
在
し
て
い
る
の
で
、
内
部
資
料
に
よ
っ
て
修
正
（
除
去
）
す
る
と
、
三
劣
前
後
は
一
克
台
へ
と
縮
小
す
る
。
同
時
期
の

三
菱
が
八

i
一
O
Z水
準
に
あ
り
、
高
い
時
は
一
二
、
三
劣
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
住
友
の
比
重
は
き
わ
め
て
低
水
準
で
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あ
る
。
住
友
信
託
の
金
銭
信
託
に
お
け
る
住
友
系
企
業
の
比
重
も
、
表
面
上
は

0
・
四
第
以
下
で
、
内
部
資
料
で
修
正
す
る
と
一
層

小
さ
く
な
る
。
一
一
一
菱
信
託
の
そ
れ
が
表
面
上
五

i
八
劣
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
も
同
様
に
住
友
は
極
端
に
低
水
準
で
あ
る
。

次
に
、
住
友
系
金
融
機
関
の
貸
出
に
お
け
る
住
友
系
企
業
の
借
入
等
の
比
重
は
、
表
面
上
、
大
正
一

0
1
一
一
一
一
年
に
六

i
一
O
Z、

大
正
一
四
i
昭
和
二
年
に
一

Z
台
へ
低
下
、
昭
和
三

i
八
年
は
四

1
七
%
へ
上
昇
、
以
後
二

Z
台
へ
低
下
と
い
う
推
移
で
あ
る
。
住

友
合
資
ほ
か
異
質
の
借
入
等
を
内
部
資
料
で
修
正
す
る
と
、
右
の
水
準
は
最
大
－

Z
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
。
三
菱
の
昭
和
三

i
七

年
の
み
一

O
Z台
、
そ
れ
以
外
の
時
期
は
二

O
Z台
、
と
き
に
は
三

O
M台
と
比
較
す
る
と
、
き
わ
め
て
格
差
が
太
き
い
。

第
二
に
戦
時
体
制
期
に
つ
い
て
。
住
友
銀
行
預
金
に
お
け
る
住
友
系
企
業
の
比
重
は
、
表
面
上
三
%
前
後
、
修
正
後
で
二
%
台
に

す
ぎ
な
い
。
三
菱
で
は
表
面
上
一

0
1
一
六
%
の
水
準
で
あ
る
。
住
友
信
託
の
金
銭
信
託
に
お
け
る
住
友
系
企
業
の
比
重
は
、
戦
間

期
よ
り
上
昇
し
て
一

i
二
広
程
度
、
修
正
後
も
同
様
で
あ
る
。
一
一
一
菱
信
託
の
そ
れ
は
戦
間
期
よ
り
上
昇
し
て
九
i
一
二
万
と
な
り
、

や
は
り
預
金
と
同
じ
く
格
差
が
つ
い
た
ま
ま
で
あ
る
。

他
方
、
住
友
系
金
融
機
関
の
貸
出
に
お
け
る
住
友
系
企
業
の
借
入
等
の
比
重
は
、
表
面
上
、
五
劣
か
ら
逐
次
上
昇
し
て
ニ

O
M台

に
乗
る
が
、
内
部
資
料
に
よ
れ
ば
、
太
平
洋
戦
争
期
に
は
非
住
友
系
か
ら
の
借
入
等
が
急
摘
す
る
の
で
、
右
の
水
準
は
若
干
下
が

る
。
一
一
一
菱
の
そ
れ
は
、
表
面
上
三

0
1四
O
M台
が
続
き
、
も
し
三
菱
商
事
の
支
払
手
形
を
借
入
金
と
は
み
な
せ
な
い
と
し
て
除
外

す
る
と
、
当
初
一

O
Mか
ら
上
昇
し
て
ニ

0
1三
O
Zに
な
っ
た
も
の
と
修
正
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
住
友
よ
り
二
倍
近
い
高
水
準
で

あ
る
。そ

れ
で
は
右
に
示
し
た
住
友
と
三
菱
の
格
差
に
つ
い
て
整
理
す
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

①
財
閥
本
社
と
の
関
係
住
友
に
は
本
社
が
直
系
会
社
群
に
対
し
て
資
金
的
調
整
機
能
を
有
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
戦
時
体
制

期
に
は
そ
の
機
能
は
弱
化
す
る
が
、
具
体
的
に
は
子
会
社
か
ら
余
裕
金
を
「
預
り
金
」
と
し
て
吸
上
げ
、
資
金
不
足
部
門
に
は
貸
付
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を
お
こ
な
い
、
そ
の
分
だ
け
銀
行
・
信
託
の
財
閥
内
活
動
は
狭
め
ら
れ
る
。
三
菱
で
は
そ
の
機
能
が
弱
く
、
子
会
社
か
ら
の
「
預
り

金
」
も
大
正
一
一
年
以
降
急
減
す
る
し
、
貸
付
も
経
営
不
振
の
三
菱
製
鉄
の
み
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
機
能

が
弱
い
分
だ
け
、
銀
行
・
信
託
依
存
の
可
能
性
を
増
す
、
と
い
え
よ
う
。

② 

金
融
機
関
に
よ
る
預
金
等
に
は
財
閥
外
へ
の
預
託
が
確
認
さ
れ
、
・
こ
の
点
で
は
住
友
も
三
菱
も

共
通
で
あ
る
0

6
直
系
の
事
業
会
社
で
財
閥
外
へ
の
預
託
例
は
目
下
の
と
こ
ろ
み
い
だ
し
え
な
い
。
借
入
等
の
場
合
、
財
閥
外
依
存
は

少
な
い
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
戦
時
末
期
に
は
興
銀
、
戦
時
金
融
金
庫
な
ど
軍
需
融
資
に
か
ら
ん
で
増
大
す
る
。
興
銀
依
存
は

三
菱
の
方
が
事
例
・
金
額
と
も
多
い
。
要
す
る
に
、
企
業
の
側
か
ら
い
え
ば
、
預
金
も
借
入
も
圧
倒
的
に
財
閥
内
に
依
存
す
る
が
、

財
閥
外
が
皆
無
と
は
い
え
な
い
。

財
閥
外
と
の
資
金
的
関
係

金
融
機
関
の
財
閥
内
依
存
度
住
友
は
三
菱
よ
り
財
閥
預
金
等
、
借
入
等
双
方
と
も
財
閥
内
依
存
度
が
き
わ
め
て
低
い
。
基

本
的
理
由
は
、
大
雑
把
に
い
え
ば
傘
下
企
業
の
規
模
が
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
に
お
い
て
三
菱
の
方
が
大
き
い
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
三

菱
重
工
業
と
住
友
金
属
工
業
の
差
に
象
徴
さ
れ
、
銀
行
・
信
託
の
規
模
は
逆
に
住
友
の
方
が
や
や
大
き
い
た
め
、
分
母
が
大
き
く
、

鍋
分
子
が
小
さ
い
こ
と
が
住
友
の
低
率
に
つ
な
が
る
。
や
や
細
か
く
い
訟
え
ば
、
預
金
等
に
お
い
て
東
京
海
上
．
明
払
伺
生
命
が
住
友
生
命

恥

A

扶
桑
海
上
ま
り
多
額
で
あ
り
、
退
職
手
当
引
当
基
金
を
設
立
当
初
か
ら
受
託
す
る
三
菱
信
託
に
対
し
、
制
度
発
足
の
昭
和
－
一
一
年

矧
が
ら
始
ま
る
住
友
信
託
の
遅
れ
、
戦
時
体
制
下
に
社
債
依
存
．
v－
強
め
る
住
友
に
対
し
、
す
く
な
い
社
債
発
行
に
と
ど
ま
り
借
入
に
依

住の降以年内
U。，－

n
w
d
 

③ 存
す
る
三
菱
（
と
く
に
三
菱
重
工
）
、
な
ど
も
指
摘
で
き
る
。

最
後
に
、
本
稿
お
よ
び
続
著
で
試
み
た
分
析
方
法
に
つ
い
て
の
見
解
で
あ
る
。
財
閥
企
業
側
の
預
金
等
、
借
入
等
を
集
計
し
て
、

財
閥
金
融
機
関
の
預
・
貸
金
と
比
較
し
、
依
存
度
を
推
計
す
る
方
法
は
、
上
限
値
を
知
る
こ
と
で
は
意
味
が
あ
り
、
水
準
の
比
較
で

は
有
効
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
右
の
表
面
的
な
試
算
で
す
ら
三
菱
と
住
友
で
は
大
き
な
格
差
が
あ
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る
こ
と
を
明
示
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

．し
か
し
依
存
度
の
実
像
は
ど
う
か
。
住
友
で
は
内
部
資
料
が
あ
る
の
で
、
修
正
し
て
み
た
が
、

ー
。

依
存
度
自
体
が
も
と
も
と
小
さ
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
大
き
な
修
正
と
は
な
ら
ず
、
結
論
は
不
変
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
三
菱
が
修
正
可

6

能
な
ら
ば
ど
う
変
化
す
る
か
。

ω財
閥
と
し
て
の
財
務
政
策
が
住
友
と
大
筋
に
お
い
て
共
通
す
る
と
す
れ
ば
、
三
菱
も
小
修
正
に
と

ど
ま
り
結
論
を
変
え
な
く
て
す
む
。
同
住
友
と
は
異
質
な
財
務
政
策
で
あ
れ
ば
、
次
の
点
が
問
題
と
な
る
。
金
融
機
関
の
行
動
は
住

友
と
類
似
性
が
強
い
し
、
財
岡
本
社
の
預
金
、
借
入
等
は
把
握
で
き
て
い
る
の
で
、
分
系
会
社
の
行
動
に
絞
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

分
系
会
社
の
財
閥
外
依
存
度
が
大
き
い
と
い
う
証
拠
如
何
で
あ
る
。
た
し
か
に
興
銀
依
存
は
住
友
よ
り
大
き
い
が
、
三
菱
と
住
友
と

の
大
き
な
水
準
格
差
を
証
明
で
き
る
だ
け
の
材
料
は
目
下
の
と
こ
ろ
み
い
だ
し
え
な
い
。
そ
の
材
料
が
得
ら
れ
て
、
三
菱
も
住
友
と

同
じ
く
財
閥
内
依
存
度
は
き
わ
め
て
低
い
の
が
実
像
、
と
い
う
結
論
に
な
る
可
能
性
は
小
さ
い
。
あ
ま
り
に
格
差
が
大
き
す
ぎ
る
か

ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
両
財
閥
の
財
閥
内
依
存
度
が
大
き
く
喰
違
う
体
質
の
差
に
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
理
由
を
掘
下
げ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。




